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GALILEO 2 TEK（G2TEK）ユーザーマニュアル
G2TEKダイブコンピューター – テクニカルダイビング向けの設計。 

SCUBAPROのダイブコンピューター「G2TEK」をご購入くださり、誠にありがとうございます。
皆様のダイビングの素晴らしいパートナーとなれる事と思います。本書では、SCUBAPROの
最新テクノロジーとG2TEKの主な機能や特長について説明していきます。SCUBAPROダイビ
ング器材の詳細は、www.scubapro.comで確認してください。

 重要
SCUBAPRO G2TEKを使用する前に、同梱されている「Read First」ブックレットをよくお読み
になり、理解を深めてください。

 注意
•	 G2TEKの深度等級は120m/394フィートです。 
•	 ダイブコンピューターモードの場合、115m/377フィート～120m/394フィートの深度にな

ると画面に「ゲージ切り替え」というメッセージが表示され、120m/394フィートより深くな
ると自動的にゲージモードに切り替わり、それ以降のダイビング中は減圧ダイビング用コ
ンピューターとして使用できなくなります。

•	 1.6barを上回る酸素分圧（圧縮空気を呼吸する場合、深度67m/220フィートに相当）での
ダイビングは非常に危険であり、重症または死亡に至る危険があります。

•	 ただ1つの情報源にご自分の命を委ねるのは危険です。どのコンピューターでも故障の可
能性があるため、それだけに頼ることは避け、常に故障時の対処方法を計画しておくように
してください。2つ目のダイブコンピューターを持ち、バックアップテーブルと深度計や時間
測定器を携帯してください。

Uwatec AGは無線機器の型番PAN1740が指令2014/53/EUに準拠していることを宣言します。

SCUBAPRO Galileo 2 TEKとSCUBAPRO高圧トランスミッターの組み合わせは、欧州連合規則2016/425の重要な安全要件
に準拠したカテゴリPPEIIIの個人用保護具となります。公認機関番号0474、RINA SpA（Via Corsica 12, I-16128 Genoa, Italy）
により、上記の組み合わせについてEC型式審査が行われ、欧州規格EN250:2014の遵守が証明されています。
G2TEKダイブ機器は、EU指令2014/30/EUにも準拠しています。
EU適合宣言書の全文は、www.scubapro.com/declarations-conformityから入手していただけます。
規格EN 13319: 2000
EN13319は、欧州のダイビング用深度計の標準です。SCUBAPROダイブコンピューターはこの標準に準拠して設計されてい
ます。
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G2TEKはダイビングに携帯できる高機能な
機器であり、深度、潜水時間、減圧に関連し
て正確な情報を提供します。 
G2TEKユーザーマニュアルは6つのセクシ
ョンに分かれています。
G2TEKの概要。このセクションでは、G2TEK
ダイブコンピューターの概要、操作モード、
および陸上での主な機能について説明し
ます。
G 2 T E K の 設 定 とメ ニュー 。こ の 章 で
は、G2TEKの設定について説明します。
G2TEKを使ってダイビングする。このセクシ
ョンでは、G2TEKをダイブコンピューターと
して使用する方法を説明しながら、G2TEK
によるダイビングをご紹介します。安全で楽
しいダイビングのためにG2TEKができるこ
とをすべて説明します。 
G2TEKのアクセサリー。このセクションで
は、追加オプションとして購入いただける
G2TEKのアクセサリーについて簡単に説明
します。これらを購入すれば、あらゆる状況
でダイブコンピューターを最大限に活用す
ることができます。
G2TEKのインターフェース。このセクション
では、G2TEKをデスクトップおよびモバイル
デバイスと接続する2つのインターフェース
について説明します。設定の変更方法や、
ログブックをダウンロードして管理する方
法を説明します。
LogTRAKの概要。このセクションでは、所有
者情報および緊急時情報の入力方法、ダイ
ブコンピューターの設定の変更方法、ダウ
ンロード方法、LogTRAKのデスクトップアプ
リおよびモバイルアプリでログブックを管
理する方法を簡単に説明します。
G2TEKのお手入れ。このセクションでは、新
しいダイブコンピューターのケア方法につ
いて説明します。

1 .	 G2TEKの概要

1 .1	 電源のコンセプトと充電
G2TEKは充電式リチウムイオンバッテリー
で駆動します。初めてダイブコンピューター
を使用する前に、バッテリーをフル充電す
ることをお勧めします。
バッテリーを充電するには、同梱のUSBケ
ーブルを下図のようにG2TEKに接続します。 

F	注：USBパワーアダプターは本品に含
まれていません。

 注意
充電の際はG2TEKに付属のケーブルのみ
を使用してください。

次に、ケーブルのもう一方の端をUSBパワ
ーアダプターまたは充電用に給電可能な
USB機器に接続します。この時点で、G2TEK
の画面に次のようなバッテリー充電中のシ
ンボルが表示されます。
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F	 注：G2TEKのバッテリーが完全放電す
ると、安全に起動できるレベルまでバ
ッテリーが充電されるまで画面には何
も表示されません。この場合、USBを外
さないようにしてください。また、ボタ
ンを押してG2TEKの起動を試みないで
ください。少なくとも30分間はG2TEK
を充電状態のままにしてください。 

充電は続きますが、3分後に上の画面が消
えます。
バッテリーがフル充電されたら、次の画面
が表示されます。

G2TEKは、バッテリーが危険域に達すると、
次のメッセージを表示して警告します。

さらに、現在の充電状態を示すバッテリー
アイコンが、メインの時間表示の上に表示
されます。

 注意
バッテリー残量が少ない状態でダイビン
グを始めると、ダイビング中にG2TEKがシ
ャットオフする可能性があります。このよう
なアクシデントに備えて、常にバックアップ
機器を携帯してダイビングを安全に完了
できるようにしてください。G2TEKがダイ
ビング中にシャットオフされると、48時間
経過するまでゲージモードのままロックさ
れます。（ゲージモードでの操作について
は、次の章を参照してください：ゲージモ
ード。)

F	注：バッテリー が 低 下した 状 態 で
G2TEKを保管すると、完全放電に至り、
バッテリーの寿命が短くなります。 

 注意
ダイビング中、バッテリー充電レベルの表
示が1区画まで下がると、画面が自動的に
消灯してエネルギー消費を抑えます。ただ
し、右ボタンを押すことで、画面を手動でチ
ェックすることができます。 

 注意
危険域に達すると、「チャージバッテリー!」
という警告が表示され、G2TEKではダイビ
ングが開始されません。この状態のG2TEK
をダイビングに使用しないでください。 
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1 .2	 リチウムイオンバッテリーの
安全に関する指示

 注意
リチウムイオンバッテリーの安全に関する
指示および注意に目を通して従うことを怠
ると、バッテリーの充電や不適切な使用に
より、火事、怪我、および物的損害につな
がる可能性があります。

•	 ショートさせないでください。ショート
は火災や負傷の原因となる可能性があ
ります。

•	 初めて使う前にバッテリーをフル充電し
てください。

•	 バッテリーの充電には、同梱されている
特別に設計されたUSB充電器のみを使
用してください。

•	 ポケットや財布などの中に剥き出しのバ
ッテリーを他の金属物体（導電性）と一緒
に保存しないでください。

•	 バッテリーが何らかのかたちで破損した
場合は、ただちにダイブコンピューター
の使用をやめてください。

•	 何らかの液体の中にバッテリーを入れ
たり、バッテリーを濡らしたりしないでく
ださい。

•	 バッテリーを高圧容器、電子レンジ、誘導
調理器の中に入れないでください。

•	 使用中、充電中、保管中にバッテリーが
異臭を放つ、熱く感じる、色や形が変わ
る、またはその他いかなる方法でも異常
を感じる場合は、ただちに使用をやめて
ください。

•	 バッテリーを導電性金属物と一緒に持ち
運んだり、保管したりしないでください。

•	 バッテリーを強い日差しや高温下に置か
ないでください。

•	 バッテリーを分解または改造しないでく
ださい。

•	 バッテリーはお子様やペットから離れた
場所で保管してください。

•	 非常に高温の車内でバッテリーを充電
したり保管したりしないでください。極端
な温度（低温または高温）によりバッテリ
ーが発火し、火事の原因となる可能性が
あります。

•	 意図の有無を問わず、バッテリーのプラ
ス端子とマイナス端子をつなげないで

ください。
•	 バッテリーの充電中や使用中に、プラス
（+）端子とマイナス（-）端子を入れ替え
ないでください。

•	 製造元に指定された充電電流を超える
電流でバッテリーを充電しないでくだ
さい。

•	 リチウムイオンバッテリーを完全に放電
しないでください。

•	 バッテリーの放電後は、放電されたまま
放置せず、ただちに充電してください。 

•	 充電器とホスト機器が正しく機能するこ
とを確認するのは利用者の責任です。

•	 バッテリーの電解液が肌に触れた場合、
ただちに水で洗い流してください。

•	 目に入った場合は、15分間水で洗い流
して、ただちに医師の診断を受けてくだ
さい。

•	 リチウムイオンバッテリーが寿命に達し
たときは、必ずSCUBAPRO正規代理店ま
で交換をご依頼ください。ご自分でダイ
ブコンピューターを開けたり、バッテリー
交換を試みたりしないでください。

1 .3	 操作モード
G2TEKには、4つの操作モードがあります:

•	 充電およびUSB コミュニケーションモ
ード：USBデバイスにG2Cを接続する
と、G2TEKのバッテリーが自動的に充電
を始めます。同時に、LogTRAKプログラム
によってフラッシュメモリーまたはログブ
ックにアクセスできます。 

•	 スリープモード：このモードでは、画面が
オフになりますが、G2TEKは体内残留窒
素排出時間の計算を続け、周囲圧で高度
の変化をチェックします。このモードは、
陸上で3分以上操作がない場合に自動的
に起動します。 

•	 サーフィスモード：ダイビング後、または
手動で起動すると、画面がオンになり、設
定の変更やG2TEKのボタン操作が可能
になります。このモードではBluetoothイ
ンターフェースを起動できます。

•	 ダイブモード：このモードは、コンピュー
ターが深度0.8m/3フィートを超えると起
動します。このモードでG2TEKは、深度、
時間、温度、ワイヤレスセンサーをチェッ
クします。このモードでは減圧計算が行
われます。
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1 .4	 G2TEKをオンにする
G2TEKをオンにするには、右ボタンを押し
ます。 

F	注：U S B に 接 続 さ れ て い る 場
合、G2TEKをオンにできません。

G2TEKを初めて起動するときは、基本的な
セットアップ（言語選択、時刻設定など）が
必要になります。G2TEKに表示される指示
に従ってください。画面の表示に従ってボ
タン操作するだけです。

F	注：G2TEKをメニュー8.6.（初期設定）
でリセットした場合、以下の基本的な
ステップも必要になります。

右ボタンを押します。

左ボタンまたは中央ボタンで言語を選択し
ます。次に、右ボタンを押して選択を確定し
ます。

左ボタンまたは中央ボタンでそれぞれの
単位を選択して、右ボタンで確定します。

左ボタンまたは中央ボタンでタイムゾーン
を設定して、右ボタンで確定します。
この初回セットアップ後にG2TEKが起動し
て、いわゆるメインの時刻表示になります。
この画面では、メインの場所に現在時刻が
表示されます。 
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G2TEKのボタンの機能は、画面で確認でき
ます。たとえば、上の画面では、左ボタンを
押すとメインメニューが表示され、中央ボ

タンを押すとログブックが表示され、右ボ
タンを押すと画面が暗くなります。 
これらの機能ラベルは、現在の操作モード
に応じて変化する場合があります。 

F	注：G2TEKボタンには2種類の押し方
があります。 

1.	「短く」押す。ほとんどの場合にラベル表
示された機能のために使用する標準的
な押し方です。

2.	長押しする。この方法は、特別な場合に
のみ使用します。本書では説明します
が、画面のラベルには表示されません。

水面でのボタンの機能を次の表に示します。

左ボタン 中央ボタン 右ボタン

押す 長押し 押す 長押し 押す 長押し

ゲ
ー

ジ
、ス

キ
ュ

ー
バ

メインメニ
ュー 酸素設定 ログブック ガス一覧表/

画像 バックライト コンパス

      画像    

ア
プ

ネ
ア

メインメニ
ュー

手動での浸水
開始 ログブック 画像 バックライト コンパス
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1 .5	 NO DIVE警告
リスクが増大したことをG2TEKが検知すると

（過去のダイビングによるマイクロバブル
蓄積の危険性がある場合や、CNS O2レベル
が40%を超えた場合）、次のダイビングをす
ぐに行わないようにアドバイスするために
ダイビング禁止マークが画面に表示されま
す。ダイブモードの画面で、 シンボルの
横に、次のダイビングまで待機する必要が
ある推奨時間が表示されます。

ダイビング禁止警告がダイブコンピュータ
ーの画面に表示されている場合は、ダイビ
ングを行わないでください。この警告が発
生した原因が、CNS O2が40%を超えたこと
ではなくマイクロバブルの蓄積である場
合、無視してダイビングを行うと、減圧不要
時間が短くなるか、減圧停止時間が長くなり
ます。さらに、ダイビング終了時のマイクロ
バブル警告の時間が大幅に長くなります。

1 .6	 NO FLY時間（飛行機搭乗待
機時間）

NO FLY時間とは、飛行機に搭乗すると気圧
の低下により減圧症を発症する危険性があ
る時間であり（高所に移動する場合と同様）、 
ダイブコンピューターの減圧モデルに従っ
て算出されます。この制限時間が過ぎるまで、

「NO FLY」の文字とカウントダウンタイマー
が表示されたままになります。 
高度警告と高所でのダイビングについて詳
しくは、次の章を参照してください：高地で
のダイビング。

 注意
「NO FLY」シンボルとカウントダウンタイ

マーが表示されているときに飛行機に搭
乗すると、重症または死亡にいたる危険が
あります。 

1 .7	 SOS
推 奨され た 減 圧 停 止 に従わず に、水 深
0.8m/3フィートより浅い深度に3分以上留
まると、SOSモードに切り替わります。SOS
モードになると、G2TEKはロックされ、その
後の24時間は減圧ダイブコンピューターと
して使用できなくなります（スキューバモー
ドでダイビングする場合）。SOSロック後24
時間以内にダイビングで使用すると、自動
的にゲージモードになり、減圧情報が表示
されません。

F	注：ゲージモードでは、SOSロックの持
続時間は48時間です。

 注意
•	 減圧停止の指示を無視すると、重症や死

亡にいたる危険性があります。
•	 ダイビング後に減圧症の兆候や症状が

見られた場合、ダイバーは緊急で治療を
受けなければ、重症または死亡にいたる
危険性があります。

•	 減圧症の治療としてダイビングをしない
でください。 

•	 コンピューターがSOSモードになったと
きは、ダイビングをしないでください。
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画面には、体内残留窒素の表示と同じ情報
に加え、SOSモードのメッセージが表示さ
れます。 
NO FLY時間の代わりに、24時間のカウント
ダウンが表示されます。中央のボタンのラ
ベルが「LOG」から「SOS」に変わり、これを
押すと緊急メッセージが表示されます。こ
の画面用の緊急時の情報は、LogTRAKを
使用して入力できます。緊急メッセージが
表示された場合、「LOG」ボタンを押すと最
後のダイブの詳細が表示されます。 

F	注：省電力モードを使用したにも関わ
らず深度がある場所でバッテリーが
完全放電すると、G2TEKはSOSモード
になり、残りの体内残留窒素排出時間
を問わず、48時間ゲージモードのまま
ロックされます。

1 .8	 緊急時の情報
緊急時の情報を追加するには、Windowsま
たはMac版のLogTRAKを使用する必要が
あります。次のセクションを参照してくださ
い：LogTRAKの概要。

1 .9	 所有者情報
時刻表示をカスタマイズして自分の名前な
どのテキストを追加するには、LogTRAKを
使用する必要があります。次のセクションを
参照してください：LogTRAKの概要。

F	注：G2TEKを紛失した場合に備え、所
有者情報とともに連絡先情報を追加
することをお勧めします。

1 .10	 高圧トランスミッターのマウ
ンティングとペアリング

G2TEKは、複数のSmartシリーズの高圧トラ
ンスミッターからタンク残圧の情報を受信
することができます。それぞれのトランスミ
ッターは、ファーストステージの高圧ポート
に取り付ける必要があります。
トランスミッターを取り付けるには、まずフ
ァーストステージから高圧ポートプラグを
取り外してから、トランスミッターを所定の
場所にねじ込みます。 
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F	注：トランスミッターを締め付けるに
は、適切なレンチを使用します。締め
すぎないように注意してください。

Smartトランスミッターは、高周波を用いて
G2TEKと通信します。通信を最適に行うに
は、トランスミッターを下図のように配置す
ることをお勧めします。

左手用のトランスミッターの位置

右手用のトランスミッターの位置
Smartトランスミッターから受信したタンク残
圧シグナルをG2TEKに表示するには、まず、
コード化された干渉が発生しない通信ライ
ンを確立する必要があります。この手順は、ト
ランスミッターごとに一度だけ行います。
G2TEKとトランスミッターのペアリングには
2種類の方法があります。 

1.自動ペアリングは、以下の手順で実行します。
•	 タンクがフルの状態で、ファーストステ

ージにSmartトランスミッターを取り
付けます。

•	 G2TEKをオンにして、時刻表示であるこ
とを確認し、下図のようにトランスミッ
ターの近く（x）に持ちます。

•	 タンクバルブを開きます。

2.手動ペアリングは、以下の手順で実行し
ます。
•	 タンクがフルの状態で、ファーストステ

ージにSmartトランスミッターを取り
付けます。
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•	 G2TEKをオンにして、メニュー8.2.5.（ペ
アリング）を選択します。

•	 タンクバルブを開きます。
圧力がかかると、Smartトランスミッターが
G2TEKにペアリングシーケンスを送信しま
す。G2TEKがこの情報を受信すると、画面が
変化し、タンクのラベルが一覧表示されます

（T1、T2など）。 
タンクT1は、常にダイビング開始時のメイ
ンタンクとなります。その他のタンクは、複
数の混合ガスでのダイビングに使用します

（「複数の混合ガスを使ったダイビング」の
章で説明します）。 

矢印ボタンを使用して、トランスミッターに
割り当てたいタンクを選び、SAVEを押して
選択をロックします。「T1とペアリング 完了」
というペアリング確認メッセージが表示さ
れます。 
操作を完了したくない場合、右ボタンを長
押しすると、「ペアリング キャンセル」という
メッセージが表示されます。ペアリングは、
タンクの選択後、3分以内にSAVEを押さな
い場合にもキャンセルされます。

F	注：トランスミッターは、ペアリングを
行う前に40秒以上、加圧されていない
状態にしておく必要があります。これ
を怠ると、ペアリングシーケンスが送
信されません。

	 また、1つのトランスミッターとペアリ
ングできるのは1つのタンクのみです。
同じトランスミッターを2つ目のタンク
にペアリングすると、最初のペアリン
グが消去されます。ただし、1つのトラ
ンスミッターに複数のG2TEKをペアリ
ングすることはできます。

T1とG2TEKのペアリングが成功すると、画
面にBARまたはPSIの単位でタンク残圧が
表示されます。タンクT1をペアリングしてい
ない場合、タンク残圧ではなく「NO P」と表
示されます。 
T1をペアリングしたにも関わらずG2TEKが
信号を受信しない場合、タンク残圧の値で
はなく「- - -」と表示されます。 
陸上では、「ガス一覧表」の章で説明するよ
うに、タンクT2、T3などの状態がガス一覧
に表示されます。 

F	注：
•	 Smartトランスミッターの有効範囲は

約1.5m/5フィートです。
•	 バッテリーの寿命を最大化するため

に、40秒以上圧力に変化がないと、ト
ランスミッターの更新頻度が低下しま
す。また、圧力が14bar/200psi以下に
なるとオフになります。 

•	 トランスミッターのバッテリーが低下
すると、下図のように、このトランスミ
ッターに割り当てられたタンクを示す
画面メッセージで通知があります。
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トランスミッターのバッテリー交換の手順
については、「トランスミッターのバッテリー
を交換する」を参照してください。 

1 .11	 ポニーボトルをG2TEKとペア
リングする 

ポニーボトルとは小型のダイビング用タン
クのことで、独立したレギュレーターを取り
付けて、スキューバセットの延長としてダイ
バーが携帯します。メインのエア供給源が
枯渇した場合などの緊急時に、代替のエア
供給源やベイルアウトボトルとして使用す
ることで、コントロールされた緊急スイミン
グアセントではなく通常の浮上をできるよ
うになります。

ポニーボトルは、通常のタンクと同じ方法
でG2TEKの8.2.5（ペアリング）メニューから
ペアリングできます。

1 .12	 SCUBAPRO Human Factor 
DivingTM

G2TEKには、特許取得済みの水中心拍数モ
ニター、皮膚温度モニター、呼吸モニターが
搭載されています。これらの機能は、ダイビン
グ体験をより豊かにするデータを提供し、よ
り上級のダイバーになるサポートをします。 
SCUBAPRO Human Factor DivingTMを貫く哲
学については、「HEARTRATE MEASUREMENT 
FOR BETTER WORKLOAD ASSESSMENT」、 
T. Dräger博士、U. Hoffmann博士、2012
年、www.scubapro.com をご覧ください。

F	注：G2TEKでは、心拍数と皮膚温によ
ってアルゴリズムが調整されることは
なく、モニタリングのためだけに使用
されます。 

1 .13	 G2TEKをオフにする
G 2 T E K を ア ク ティブ に 使 用 し な い
か、Bluetoothリンクをアクティブにしない
で3分間経過すると、自動的にオフになりま
す。時刻表示で右ボタンと左ボタンを同時
に長押しすると、G2TEKがオフになります。
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2 .	 G2TEKの設定とメニュー 
時刻表示から「MENU」を押すと、設定フォ
ルダに入ります。メニューを最初に開い
た段階では、まだ設定に入っていません。
そのため、実際にメニュー内に入るには、

「ENTR」ボタンを押す必要があります。一
部のメニューは複数階層に分かれていま
す。「ENTR」ボタンを長押しすると、前の階
層に戻ります。 
また、右ボタンと左ボタンを同時に長押し
すると、時刻表示に戻ります。 

矢印ボタンを押してメニュー内を移動し、
「ENTR」を押してメニューを選択します。複

数の項目が含まれるメニューの場合、画面
右側に現在の場所を示すバーが表示され
ます。

言語設定を問わず、すべてのメニューに番
号が付いており、簡単に見分けることがで
きます。 
すべてのサブメニューは同じように機能し
ます。つまり、変更できる値があると、その
選択範囲が画面下部に表示されます（下図
を参照）。サブメニューも、x.yという小数形
式（x=メインメニュー、y=サブメニュー）で
表示されます。

この場合、左ボタンと中央ボタンが「–」と
「+」のように表記されます（これにより、
現在の選択を編集できます）。右側の矢印
ボタンにより、次のフィールドに移動でき、

「SAVE」を押すと入力した値が保存されま
す。画面の右側には、値をアナログメーター
として表現するナビゲーションバーが表示
されます。 
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メインメニューには以下の設定があります。

番号 メニュー 番号 メニュー
1 酸素設定 6.9. GF停止が必要

2 ダイブ設定 6.10. GF停止を無視

2.1. グラディエントファク
ター

6.11. GF増加

2.2. ダイブモード 6.12. 100/100 ND = 2分

2.3. 安全停止タイマー 6.13. 100/100減圧停止が
必要

2.4. 最大酸素分圧 7 時計設定

2.5. 水の種別 7.1. 時計アラーム

2.6. ナイトロックス リセッ
ト時間

7.2. 時間

2.7. 水面最大時間 7.3. タイムゾーン

2.8. OTU設定 8 その他の設定

2.9. 窒素排出リセット 8.1. デバイス情報

2.10. 完全サイレントモード 8.2. ガス関連

2.11. サイドマウント 8.2.1. タンクリザーブ

2.12. CCR 8.2.2. RBT = 0分

2.13. トライミックス 8.2.3. 残圧バーグラフ

2.14. PMG 8.2.4. ガス一覧

3 アプネアダイブ 8.2.5. ペアリング

3.1. 最大深度 8.3. バックライト点灯時間

3.2. 深度増加 8.4. バックライト強度

3.3. ダイブタイムインタ
ーバル

8.5. 水検知

3.4. サーフィスインターバル 8.6. 初期設定

3.5. ローハートレート 8.7. 機能アップグレード

3.6. 上昇速度 8.8. ソフトフェアアップ
デート

3.7. 水密度 8.9. フラッシュメモリフォ
ーマット 

4 デジタルコンパス 8.10 D-HRベルトのペアリ
ング

4.1. コンパス使用 9 パーソナライズ

4.2. 自動オフまでの時間 9.1. 画面設定

4.3. 偏角 9.2. 言語

5 高度計 9.3. スタートアップ画像

6 警告設定 9.4. 単位

6.1. 最大深度 9.5. 所有者情報を表示

6.2. CNSO2 = 75% 9.6. 緊急時の情報

6.3. ノーストップ = 2分 9.7. ディスプレイカラー

6.4. 減圧停止が必要 10 画像

6.5. 潜水時間 11 ダイブプランナー

6.6. タンク残圧 12 Bluetooth

6.7. RBT = 3分 13 ログブック

6.8. タンク残圧シグナル
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これらのメニューを移動して、メニューに慣
れることができます。以下では、各選択項目
について簡単に説明します。

F	注：現在のダイビングレベルに応じて
メニューシステムを簡単に理解できる
ように、G2TEKには機能アップグレー
ドという機能が搭載されています。上
級ダイバー向けの機能と選択項目は、
ダイバーが表示を望まない限りメニュ
ーに表示されません（メインメニュー
画面に一部のメニュー番号が表示さ
れない場合、これが原因です）。 

たとえば、リブリーザーや複数のガスを使
ってダイビングしないダイバーに対して
は、CCRやPMGのメニューモードを有効化
する必要はありません。これにより、メニュ
ーシステムがダイビングスタイルに応じて
シンプルに保たれます。 

2 .1	 酸素設定
ここでは、使用しているタンクのガス含有
量とガスの最大分圧を変更できます。選択
した値に対して最大行動可能深度（MOD）
が表示されます。ナイトロックスでのダイビ
ングとMODについて詳しくは、次の章を参
照してください：ナイトロックスでのダイビン
グ。 

2 .1 .1	 レクリエーション（初期設定）
標準的なタンク1本でのダイビングには、
酸素21%（空気）から酸素100%までの混合
ガスを選択できます。このガスに対して使
用するMOD上限に、最大酸素分圧（ppO2 
max）の値が必要です。初期設定は1.40bar
です。

 注意
MOD上限は、酸素有害度に基づいて警告
深度を定義しますが、それよりも遥かに浅
い深度でも窒素酔いがダイバーのスキル
に影響を与え、その深度で安全にダイビン
グを続ける能力を損なう可能性があります。

2 .1 .2	 マルチガス（PMG）設定
PMGを起動すると、次のように酸素設定が
表示されます。この機能を有効化する方法
は、「PMGを起動する」の章を参照してくだ
さい。

ダイビング開始時のデフォルトガスは常に
T1です。タンク2～8の値は、タンク1と同様
に調整できます。
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減圧ガスに対して、異なるppO2設定が可能
です。

ppO2の上限は、メニュー2.4.（最大酸素分
圧）で変更できます。

F	注：この機能について詳しくは、「複数
の混合ガスによるダイビング」の章を
参照してください。

2 .1 .3	 トライミックス設定
トライミックスを有効化すると、次のように
酸素設定が表示されます。この機能を起動
する方法は、「トライミックスを起動する」の
章を参照してください。

トライミックスモードでは、酸素比率を8%
～100%の間で選択することができます。 

F	注：この機能について詳しくは、「トライ
ミックスモードでのダイビング」の章を
参照してください。

F	注：体に酸素を十分に供給するため
に、ダイビング開始時に使用するガス
には十分な酸素が含まれている必要
があります（トラベルミックスまたはい
ずれかの減圧ガスを使用できます）。
ダイビングは常にT1から開始するた
め、タンクT1の最小酸素設定は18%に
なっています。 

 注意
絶対最浅深度（AMD）は最小酸素分圧の
値に依存します。アラーム深度がG2TEKの
ダイビング開始深度である0.8m/3フィート
より浅い場合、深度0.8m/3フィートに達す
るまでアラームは起動しません。この状況
は溺死してしまう危険があります。

 注意
水面または浅い深度で、酸素比率21%未
満（低酸素ミックス）のガスを呼吸しながら
重労働を行うと、気絶により溺れる危険が
あります。

2 .1 .4	 サイドマウント設定
サイドマウントモードでは、PMGモードと同
じ方法で酸素の設定を調整できます。この
モードでの酸素比率の設定方法について
詳しくは、「マルチガス（PMG）設定」の章を
参照してください。

2 .1 .5	 CCR設定
CCRモードを有効にすると、次のようにディ
リュエントタンクが表示されます。他のタン
ク（T1～T8）はPMGモードと同様に設定で
きます。この機能を起動する方法は、「CCR
を起動する」の章を参照してください。
セットポイント1は0.2～0.95barの間で選択
でき、MODを定義します。
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セットポイント2は1.0～1.6barの間で選択
できます。水面ではこれより高い値に達す
ることができないため、AMDは設定に対し
て計算されます。

F	注：この機能について詳しくは、「CCR
モードでのダイビング」の章を参照して
ください。

2 .1 .6	 MOD設定
次の画面のように、MOD設定は無効にでき
ます（「- - -」と表示されています）。 

このためには、メニュー2.4.（最大酸素分
圧）で保護コード313を入力する必要があ
ります。

 注意
1.4barより高いppO2でのダイビングは危
険であり、気絶により溺れ、死亡にいたる
危険があります。 

F	注：80%以上の酸素比率を選択する
と、ppO2は1.6barに固定されます。 

2 .2	 ダイブ設定

2 .2 .1	 グラディエントファクター
ダイビング中に従いたいグラディエント
ファクター設定を選択できます。GF低は5
～100に、GF高は50～100に設定できます。

F	注：各GFでのダイビングについては、
次の章を参照してください：GF設定で
のダイビング。
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2 .2 .2	 ダイブモード
G2TEKでは、モードをスキューバ、ゲージ、
アプネアから選択できます。 
G2TEKをしばらく水に入れないと、次のよう
な画面になります:

F	注：ゲージモードとアプネアモードで
は体内残留窒素をトラッキングしな
いため、これらのモードでダイビング
を行ったあと48時間はダイブコンピ
ューターがロックされ、スキューバモ
ードに変更できません。一方、以下の
G2TEKはスキューバモードでダイビン
グしたもので、体内残留窒素排出時間
が終了するまでゲージモードまたはア
プネアモードに変更できません。

48時間経過するか体内残留窒素の排出が
完了する前にモードを切り替えるために
は、残留窒素排出リセットメニューに進み、
手作業でリセットする必要があります。窒素
排出を手作業でリセットする方法は、「窒素
排出リセット」の章を参照してください。

F	注：アプネアモードは、G2TEKの 8.7 
（機能アップグレード）メニューで有
効にした場合にのみ、選択可能なダイ
ブモードとして使用できます。デフォル
トで、アプネアモードは無効になって
おり、メニュー2.2（ダイブモード）は2.2

（ゲージモード）と表示されます。

2 .2 .3	 安全停止タイマー
このメニューでは、安全停止タイマーの時
間と開始モードを編集できます。

ダイビング中にこの機能を使用する方法は、
「安全停止タイマー」の章を参照してくだ
さい。

2 .2 .4	 最大酸素分圧
最大酸素分圧の設定は、酸素分圧の上限
を定義します。ガスの酸素設定がこの上限
より高い場合、どのタンクに対しても選択で
きません。 
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2 .2 .5	 水の種別
G2TEKは圧力を測定し、水密度を定数とし
て使用して圧力を深度に換算します。海水
で深度10m/33フィートの場合、淡水では約
10.3m/34フィートの深度となります。 

F	注：この設定は、スクーバ、ゲージ、ア
プネアの全モードでの深度を調整し
ます。

2 .2 .6	 ナイトロックス リセット時間
通常はエアのみでダイビングしており、ま
れにナイトロックスでダイビングを行った
後でこの設定に戻したい場合は、G2TEKが
エアにリセットされるまでのデフォルト時
間を設定しておくことができます。

リセット時間は1～48時間の間で選択でき
ます。あるいは、ナイトロックス リセット時
間を無効にすることも可能です。「リセット
なし」と表示されている場合、ガスのナイト
ロックス リセット時間は無効です。

2 .2 .7	 水面最大時間
水面最大時間により、ダイブログを1回に保
ちながら、短時間だけ水面に上がって方向
を確認することができます。

2 .2 .8	 OTU設定
このメニューでは、OTUインフォメーション
と設定を編集できます。

次のOTUインフォメーション画面には、現
在のOTUに関連する情報が表示されてい
ます。
1.最後のダイブでのOTU
2.今日のダイブでのOTUと最大許容値
3.明日許可されるOTUと最大許容値
4.ミッション（一連のダイビング日）中の合

計OTU
5.曝露（このミッション中に行ったダイビン

グ日数）
6.間隔（最後のダイブを行った日からの経

過日数）
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OTUは日単位で計算され、深夜（00:00）に
変更されます。上限もそれに従って変わり
ます。
リセットインターバルを定義できます。これ
は、ログ付けされたダイブのOTUカウンタ
ーをクリアする必要がない期間です。 

また、OTUを手動でクリアしたい場合、次の
メニューで実行できます。

OTUをクリアするには、保護コード313を入
力する必要があります。

2 .2 .9	 窒素排出リセット
G2TEKでは、体内残留窒素の排出をリセッ
トすることができます。最近のダイビングで
蓄積された体内残留窒素の情報がすべて
ゼロにリセットされ、次回のダイビングは
反復潜水と見なされません。この機能は、
過去48時間以内にダイビングを行ってい
ない他のダイバーにG2TEKを貸す場合に
便利です。 

 注意
体内残留窒素排出をリセットすると、アル
ゴリズムの計算が影響を受け、重症や死
亡にいたる危険があります。正当な目的が
ない場合、体内残留窒素排出をリセットし
ないでください。

F	注：G2TEKで体内残留窒素排出のカウ
ントダウンが続く間は、一部のメニュ
ーを変更できません。体内残留窒素排
出をリセットする場合、保護コード313
を入力する必要があります。この手順
により、意図しないリセットを回避で
き、窒素排出リセットがメモリーに記
録されます。次回のダイブログに、窒
素排出リセット警告が表示されます。
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保護コードを正しく入力し、SAVEボタンを
押して確定すると、窒素排出リセットが完了
し、次の画面が表示されます。 

F	注：窒素排出のリセット後、すぐにモー
ドをゲージ、アプネア、スキューバに変
更できるようになります。ただし、ゲー
ジモードとアプネアモードは体内残留
窒素をトラッキングしないため、モー
ド変更間の最初の間隔に従うことを
お勧めします。

 注意
窒素排出をリセットしてダイビングするの
は非常に危険で、重症や死亡にいたる場
合があります。正当な理由がない場合、窒
素排出をリセットしないでください。

F	注：バッテリー低下時の自動スイッチ
オフが行われても、窒素排出はリセッ
トされません。G2TEKは、不揮発性の
記憶域に体内残留窒素の情報を記録
します。この間、コンピューターは電
源を失い、残留窒素の計算は凍結さ
れます。十分なレベルまで充電が進む
と、充電中に画面が点灯して体内残留
窒素の計算が再開されます。

2 .2 .10	 完全サイレントモード
「ON」を選択すると、ステルスモードが起
動し、アラームでも警告でも音声シグナル
が鳴らなくなります。（初期設定は「OFF」で
す。） 

 注意
「完全サイレント オン」を選択すると、ダ
イブモードで音声でのアラームと警告が
すべて無効になります。これは大変危険で
す。

F	注：ステルスモードの唯一の例外はア
ラームクロックです。完全サイレントモ
ードを起動した場合でも、起動時にビ
ープ音が鳴ります。

F	注：完全サイレントモードを起動する
には、保護コード313を入力する必要
があります。これは、ダイブアラームと
警告の意図せぬ解除を防止するため
です。
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2 .2 .11	 サイドマウントを起動する

サイドマウントダイビングでは、通常2本の
タンクと2つのレギュレーターを使用し、各
セットをダイバーの両サイドに別々に取り
付けます。 

独立した重複するガス供給システムから、
小さいステップを繰り返して均等にガスが
消費されるため、片方のシステムに障害が
発生しても、もう一方のシステムにダイビン
グを完了できる最大限のリザーブが残され
ています。 

G 2 T E K の サイドマウントモードが 起 動
（ON）になっている場合、2本のタンクの残

圧が同時に表示されます。このモードでの
画面レイアウトについて詳しくは、「サイド
マウントモードでの画面レイアウト」の章を
参照してください。

F	注：サイドマウントモードを適切に操
作するには、両タンクにトランスミッタ
ーを取り付ける必要があります。

圧力のステップは、G2TEKに残圧の低い
タンクから高いタンクへの切り替えを指
示させるタンクの圧力差を定義します。10
～50barの間でステップを選択するか、

「rule of thirds」（1/3の法則）に従うかを選
択できます。 

F	注：サイドマウントモードは、バックマ
ウントのダブルタンクでのダイビング
にも使用できます。

2 .2 .12	 CCRを起動する
機能が有効になっていれば、ここでリブリ
ーザーモードをONに設定できます。

CCRを有効化すると、デフォルトのオープ
ンサーキットガスの比率がセットポイント
設定に変わります。また、ダイブ表示が変わ
り、酸素およびディリュエントタンクの残圧
が同時に表示されます。このモードでの画
面レイアウトについて詳しくは、「CCRモー
ドでの画面レイアウト」の章を参照してくだ
さい。
CCRダイブユニットによってセットポイント
の精度が管理され、G2TEKはこの精度の高
い数値を使用します。そのため、O2および
不活性ガスの補正を厳格に設定することが
できます（N2と表示されますが、TMｘオプ
ションを有効にした場合にはHeにも影響
を与えます）。
例えば、O2補正のパーセント（%）値によ
り、CNS%クロック値に通常設定されている
ppO2の値が増加し、不活性ガス吸収に通
常設定されているppO2の値が減少します（
アルゴリズム）。
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2 .2 .13	 トライミックスを起動する
機能が有効になっていれば、ここでトライミ
ックスをONに設定できます。

トライミックスをONにすると、ガス比率の
表示が標準のO2/Heになります。また、各ガ
スのAMD（絶対最浅深度）が表示されます。
この機能について詳しくは、「トライミックス
でのダイビング」の章を参照してください。

2 .2 .14	 PMGを起動する
PMG（Predictive Multi Gas）モードでは、タ
ンクを2～8本使用できます。 

この機能の使用方法について詳しくは、「複
数の混合ガスによるダイビング」の章を参照
してください。

F	注：サイドマウントおよびCCRダイビン
グモードでは、PMGを有効化する必要
があります。

2 .3	 アプネアダイブ
G2TEKの8.7.（機能アップグレード）メニュー
でアプネア機能を有効化すると、次のアプ
ネアモード設定を編集できます。
1.	最大深度
2.	深度増加
3.	ダイブタイムインターバル
4.	サーフィスインターバル
5.	ローハートレート
6.	上昇速度
7.	水密度

2 .3 .1	 最大デュアル深度アラームを設
定する

アプネアモードでは、すべてのアラームを
音声方式または無効にできます。 

最大深度アラームを有効化した後で、上限
を選択できます。最初の深度アラームは5
～100m/20～330フィートから選択できま
す。

同様に、2番目の深度アラームも5～100m/20
～330フィートの間に設定できます。 
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F	注：最初のアラームは、注意を喚起す
るために短時間ですが、2番目のアラ
ームは連続的です。最初のアラームの
深度を、2番目のアラームの深度より
深くすると、最初のアラームが連続ア
ラームによってかき消されて聞こえま
せん。

2 .3 .2	 深度増加警告を設定する
最大深度アラームとは無関係に、深度増加
警告を設定できます。これらの深度警告は
潜降に対しても（「ウェイダウン」と表示）、浮
上に対しても（「ウェイアップ」と表示）、ある
いはどちらの方向にでも設定できます。

深度増加は5～100m/20～330フィートか
ら選択できます。

2 .3 .3	 ダイブタイムインターバル警告を
設定する

ダイブタイムインターバ ル 警 告 は 1 5 秒
～10分の間に設定できます。 

2 .3 .4	 サーフィスインターバル警告を
設定する

サーフィスインターバル警告は15秒～14
分45秒の間に設定できます。 

F	注：水面で15分過ぎると、G2TEKは自
動的にダイブセッションを終了し、ロ
グブックにこのダイブを保存します。 
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2 .3 .5	 心拍低下アラーム
設 定 し た レ ベ ル よ り 心 拍 が 下 が る
と、G2TEKがアラームを起動できます。アラ
ームは35～100bpmの間に設定できます。

2 .3 .6	 上昇速度アラームを設定する
プリセット浮上速度を超過すると、G2TEKが
アラームを起動できます。毎秒0.1～5.0m/1
～15フィートの値を選択できます。 

2 .3 .7	 水密度
水中の重量とそれによる水圧との間には直
接的な関係があり、重量は深度×水密度で
計算されます。したがって、ダイブコンピュ
ーターに表示される深度は、絶対圧の測定
値から取得されます。

ただし、水密度は塩分濃度の関数であるた
め、湖（淡水）と海（海水）では同じ深度でも
圧力の値が変わります。
この違いは微小で、表示された深度に対応
する誤差（約3%）となります。このため、スキ
ューバモードとゲージモードでは、淡水と
海水のどちらでダイビングするのかを定義
できます。
減圧計算は絶対圧に基づいて行われるた
め、海水でダイビングするときにG2TEKを
淡水に設定することは（あるいはその逆）許
容されます。深度測定値にはやや誤差が生
じますが（40m/130フィートごとに約1m/3
フィート）、減圧計算は正しく行われます。 
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アプネアダイビングの場合、減圧計算が
行われず、ダイバーの達する最大深度が
ダイビングの主な目標となるため、深度
測定値自体の精度が最も重要な要因と
なります。G2TEKでは、水密度を1.000kg/
l～1.050kg/lの間（0.001kg/l刻み）に設定
できます。（参考として、スキューバモードま
たはゲージモードの海水設定では密度が
1.025kg/lになっています。）

2 .4	 デジタルコンパス
メニュー4.（デジタルコンパス）では、デジタ
ルコンパスに関連する設定を選択できます。

2 .4 .1	 デジタルコンパスにアクセスし、
使用する

メニュー4.1（コンパス使用）に移動する
と、G2TEKの画面に次のようなデジタルコ
ンパスが表示されます。

F	注：G2TEKのメインの時刻表示で右ボ
タンを長押ししてコンパスを起動する
こともできます。

ダイビング中、コンパス画面には深度、潜
水時間、タンク残圧、無限圧限界時間、RBT
に関する情報が表示されます。左ボタン

（BOOK）では、ブックマークを設定するこ
とができます。

GFストップまたは減圧停止では、右下隅に
減圧情報とタンク圧+RBTが4秒間ごとに表
示されます。

コンパス画面で右ボタンを長押しすると、
コンピューター画面に戻ります。これは、「
自動オフまでの時間」の章に定義されてい
る自動オフ時間の設定後にも起こります。

F	注：無減圧フェーズが終わろうとして
いるときにG2TEKをコンパスモードに
していると、設定した自動オフ時間を
問わず、画面が通常のコンピューター
画面に戻ります。コンパス表示に戻し
たい場合は、再び右ボタンを長押しし
ます。

コンパスの方位は、中央（SET）ボタンを押
して設定できます。コンパスの方位は、コン
ピューターの正面が向く方向を示します。0
～359度の間に設定します。0度は北、90度
は東、180度は南、270度は西で、他の値は
それらの間として解釈されます。
画面に「SET BEARING SUCCESSFUL」とい
うメッセージが画面に表示され、設定した
方位に白いドットが表示されます。方位を
設定することで、参照方向に向かってナビ
ゲートすることができます。中央ボタンを長
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押しすると、設定した方位が消えます。設定
した方位は、これを消すか新しい方位を設
定するまでメモリーに残ります。

基準方位を設定した場合、数値の方位の
左か右に矢印が表示され、設定した方位に
あわせるためにどちらの方向を向くべきか
を示します。ナビゲーションをさらにサポー
トするために、G2TEKは設定した方位の左
右それぞれ90度、120度の位置および180
度の位置を自動的にマーキングします（そ
れぞれ、四角形のコース、三角形のコース、
および逆方向のナビゲーションに使用しま
す）。これらは、「T」、Δ、∥で示されます。

F	注：G2TEKのコンパスを磁石の近くで
使用しないでください。磁力により、コ
ンパスの較正がリセットされる可能性
があります。

F	注：G2TEKのコンパスが画面で起動し
ている状況でアラームや警告が発生
した場合、コンパスよりも優先されま
す。再びコンパスを表示するには、押
してオンにする必要があります。

2 .4 .2	 自動オフまでの時間
メニュー4.2.（自動オフまでの時間）で、コン
パスがタイムアウトするまでの時間を選択
できます。つまり、水面またはダイブ中に起
動したコンパスが表示される時間の長さで
す。タイムアウトは5～60秒の間で設定でき
ます。あるいは、「プッシュオン/プッシュオ
フ」を選択すると、ボタンを押してスイッチ
オフされるまでコンパスは表示されたまま
になります。

2 .4 .3	 偏角
コンパスは地球の北磁極を指します。北極
と北磁極の差は、偏角設定で補正されま
す。偏角は、地球上での所在地に応じて変
わります。補正値を0º～90°の間で1°刻みで
選択し、方位を東または西から選択できま
す。

F	注：通常、G2TEKのコンパスは再較正
の必要がありません。コンパスの方位
に大きな永久オフセットがあることに
気づいた場合は、SCUBAPRO正規代
理店までお問い合わせください。
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2 .5	 高度計
ここでは、現在の高度を確認できます。高度
メニューでは、現在の高度を気圧から計算
します。現在の高度がわかる場合は高度を
調整できます。高度を調整しても、高度クラ
スには影響を与えません。

F	注：気圧とは、任意の高度での天気と
大気圧に応じて変化する変数です。ダ
イブアルゴリズムでは、高度クラスを
気圧から直接的に導き出して使用し
ます。表示される高度は、現在の気圧
に基づいて算出されるため、相対的な
数値となります。

2 .6	 警告設定
警告の状況は、ダイバーの注意が必要です
が、これを見落としてもすぐに危険になる
訳ではありません。ユーザーの判断で、そ
れぞれの警告を有効または無効にできま
す。

2 .6 .1	 最大潜水深度の警告 
最 大 深 度 の 警 告 の 値 は、5 ～ 1 0 0 m / 2 0
～330フィートの間で1m/5フィート刻みで
選択できます。 

OFFを選択すると警告を無効にできます。
表示による警告を選択すると、注意を要す
る状況が発生したときに警告が表示されま
す。音による警告を選択すると、注意を要す
る状況が発生したときに警告音が鳴ります。

「BOTH」を選択すると、音と表示の両方で
警告が起動します。

2 .6 .2	 CNS O2=75%
体内に蓄積された酸素量は、CNS O2クロッ
クでトラッキングされます。計算されたCNS 
O2の値が75%に達すると、この警告が起動
します。

2 .6 .3	 No-stop time = 2 min
意図しない減圧ダイビングを避けるため
に、減圧不要時間が2分に達したときに警
告するようG2TEKを設定できます。これは、
現在選択されているGF無限圧限界時間に
適用されます（グラディエントファクターに
よるダイビングについて詳しくは、「GF設定
でのダイビング」の章を参照）。これにより、
減圧停止やGFストップの義務が発生する
前に浮上を開始できるようになります。
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2 .6 .4	 減圧停止が必要
最初の減圧停止義務が発生したときに警
告するようG2TEKを設定できます。この警
告により、水面に直接浮上できなくなったこ
とが通知されます。 

2 .6 .5	 最大潜水時間の警告
値を5～995分の間で1分刻みで選択でき
ます。 

2 .6 .6	 タンク残圧
タンク残圧がここで定義した値に達したと
きに警告を起動するようG2TEKを設定でき
ます。

2 .6 .7	 RBT = 3分
RBT（残り潜水時間）とは、現在の深度に滞
在することができ、なおかつ十分なガス供
給で安全に浮上してタンクリザーブで水面
に到達できる時間を示します。RBT計算は、
現在の呼吸速度に基づいて行われ、既に
発生している減圧予定と今後発生する減圧
予定および水温の勾配を考慮します。理想
的な浮上速度での浮上を前提としています

（次の章で定義：浮上速度)。RBTが3分にな
ると、警告が発生します。

RBTが0分に達した場合、G2TEKの計算によ
ると、今すぐ浮上を開始し、最適浮上速度
を保つと、タンクリザーブだけで水面に到
達できますが、それより浮上が遅いと、水面
に到達する前にガスが枯渇するリスクが高
くなります。 
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2 .6 .8	 タンク残圧シグナル
最近30秒間にワイヤレスタンク圧シグナル
が受信されなかった場合に警告を起動す
るようG2TEKを設定できます。警告メッセー
ジは「タンク残圧シグナル」です。

さらに40秒経ってもG2TEKがトランスミッ
ターからの信号を受信できなかった場合、
さらに音が鳴り、「タンク圧不明」というメッ
セージが表示され、その後はRBTが表示さ
れなくなり、タンク残圧は「- - -」と表示され
ます。

2 .6 .9	 GF停止が必要
100/100以外のGF設定でのダイビング中
に減圧不要時間が終了したら警告するよ
う、G2TEKを設定できます。

2 .6 .10	 GF停止を無視
100/100以外のGF設定でのダイビング中
にGF停止が必要な場合、一番深いGF停止
より浅い深度に浮上したら警告を発する
ようにG2TEKを設定できます。これにより、
必要な停止を忘れずに行えるようになりま
す。

2 .6 .11	 GF増加
100/100以外のGF設定でのダイビング中
にGF停止が必要な場合、一番深いGF停止
より1.5m/5フィート以上浮上すると、G2TEK
はGF設定の高/低を次に可能なレベルに
引き上げます（低は10ずつ、高は5ずつ）。
画面に、新しいアクティブなGF設定が表示
されます。このときに警告するようG2TEKを
設定できます。
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2 .6 .12	 100/100 no stop time = 2 min
100/100以外のGF設定でのダイビング中
は、基準の100/100情報は画面に直接表示
されません（ただし、代替情報として参照
できます）。アクティブなGF設定を100/100
以外にしてダイビングする際は、基準の
100/100減圧不要時間が2分に達したとき
に警告するようにG2TEKを設定できます。

2 .6 .13	 100/100減圧停止が必要
100/100以外のGF設定でのダイビング中
は、基準の100/100情報は画面に直接表示
されません（ただし、代替情報として参照
できます）。アクティブなGF設定を100/100
以外にしてダイビングする際は、減圧停止
が必要になる直前に警告を発するように
G2TEKを設定できます。

2 .7	 時計設定
この画面では、現在時刻、時刻の形式、日
付、およびタイムゾーンを変更できます。ア
ラームクロックもここで設定し、起動できま
す。

2 .7 .1	 時計アラーム
このメニューでは、時計アラームを設定す
ることができます。アラームの時刻は、時間
メニューで設定した形式（12時間または24
時間）で表示されます。アラームをONに設
定すると時刻表示にベルのマークが表示
されます。
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2 .7 .2	 時間 
このメニューでは、時刻形式、時刻、日付を
設定することができます。

2 .7 .3	 タイムゾーン
このメニューでは、別のタイムゾーンに旅
行するときに時刻を簡単に変更することが
できます。実際の時刻自体を変更するので
はなく、このメニューでは、現在表示されて
いる時刻に足す（または引く）時間を定義
すると、旅行先での現在時刻が計算されま
す。

UTC設定の範囲は、-13時間～+14時間の
間で、15分刻みで設定することができます。

2 .8	 その他の設定
ここでは、G2TEKのIDとソフトウェアバージ
ョンを確認できます。また、バッテリー状態
の確認、バックライトの設定、アップグレー
ドの有効化、単位の初期設定へのリセット
なども可能です。

2 .8 .1	 デバイス情報
このメニューには、デバイスのID番号（ID）、
ハードウェアバージョン（HW）、ソフトウェア
バージョン（SW）、バッテリーレベルが表示
されます。
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2 .8 .2	 ガス関連
このメニューでは、さまざまなガス関連設
定を編集できます。 

2.8.2.1	 タンクリザーブ
RBT（残り潜水時間）とは、現在の深度に滞
在することができ、なおかつ十分なガス供
給で安全に浮上してタンクリザーブで水面
に到達できる時間を示します。RBT計算は、
現在の呼吸速度に基づいて行われ、既に
発生している減圧予定と今後発生する減圧
予定および水温の勾配を考慮します。理想
的な浮上速度での浮上を前提としています

（次の章で定義：浮上速度)。
タンクリザーブの値が高いと、より厳格にな
りますが、潜水時間が制限されます。低くす
ると、潜水時間が長くなりますが、水面に到
達する前にガス供給が枯渇するリスクが高
まります。

2.8.2.2	 RBT警告またはアラーム 
このメニューでは、RBT = 0分の状況を警告
とするかアラームとするかを選択できます

（PMGがインストールされている場合のみ
表示されます）。 

2.8.2.3	 残圧バーグラフ 
酸素のバーグラフ表示をタンク残圧のグラ
フィカル表示に置き換えることができます（
クラシックおよびフルのみ）。この機能をON
にすると、バーグラフのラベルが「O2」から

「TK」に変わります。適切なスケールにする
には、タンクがフルのときの圧力の値を定
義する必要があります。タンク内のガスを
消費していくと、区画が1つずつ消えます。
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2.8.2.4	 ガス一覧 
ガス一覧表には、ペアリングされたタンク
の残圧とその内容の概要が表示されます。 

F	注：時刻表示からこの画面にショート
カットするには、LOGボタンを長押し
します。

2.8.2.5	 ペアリング 
このメニューを選択すると、G2TEKは近くに
あるアクティブな（タンクバルブが開いてい
る）タンクトランスミッターを探索します。こ
のモードは、G2TEKをトランスミッターのす
ぐ近くに置けない場合に便利です。

F	注：正しいタンクとペアリングするた
めに、このモードを使用する際は、近く
にトランスミッターが1つだけあること
を確認してください。

2 .8 .3	 バックライト点灯時間
バックライトの電力消費は、充電と充電の
間のバッテリー持ち時間に最も影響を与え
ます。このメニューで選択する時間により、
画面が暗くなるまでバックライト点灯時間
の長さが決まります。10秒～3分の範囲で
選択するか、自動消灯機能（押す）を無効に
できます。

2 .8 .4	 バックライト強度
バックライト適応を選択すると、環境光セン
サーによって暗さのレベルが検知され、イ
ンテリジェントライトアルゴリズムを設定し
てさまざまなコントラストレベルを実現で
きます。バックライト適応が有効な場合、強
度の範囲は1～9で、適応機能を使用しない
場合、範囲は1～15です。数値が大きいほど
明るくなりますが、電力消費が高くなり、バ
ッテリー持ち時間が短くなります。
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2 .8 .5	 水検知
水検知によって、水の存在を検知すると
G2TEKが自動的に起動します。つまり、コン
ピューターをオンにしたかどうかを心配せ
ず、いつでもダイビングを開始できます。た
だし、湿度が高い環境にコンピューターを
保管すると、いつまでも起動したままにな
り、バッテリーを浪費することになります。
水検知をオフにしてこれを回避できます
が、ダイビング開始前に必ずオンにするよ
うにしてください。

F	 注：水検知をオフにしたまま、手動でオ
ンに戻すのを忘れてダイビングを開始
しても、ダイビング開始後1分以内にコ
ンピューターが起動します。潜水時間
と減圧計算が不正確になりますが、深
度測定値に影響はありません。 

陸上やダイビング後に、水検知によって
湿度が高い環境であることが検知される
と、G2TEKの画面の右上部分に水滴シンボ
ル（ ）が表示されます。

2 .8 .6	 初期設定
このメニューでは、コンピューターのすべ
てのメニューのすべての設定を工場出荷
時の元の設定に戻すことができます（緊急
時の情報、トランスミッターのペアリング、
ユーザー情報、Bluetoothペアリングを除
く）。このとき、保護コード313を入力する必
要があります。
これによって、すべての設定を誤って元に
戻してしまうことを防止できます。
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2 .8 .7	 機能アップグレード
このメニューには、G2TEKの機能を拡張す
る機能が一覧表示されますが、初期状態で
は有効化されていません。いずれかの機能
が必要な場合、SAVEボタンを押して選択・
インストールできます。

インストールまたはアンインストールで
きる機能は、G2TEKのメモリーフォルダ（\
system\feature upgrade）に格納されて
います。
これらのファイルをG2TEKに格納する方法
については、「USBフラッシュディスクの操
作」の章を参照してください。

2 .8 .8	 ソフトフェアアップデート
ソフトフェアアップデートは、このメニュー
の一覧からインストールできます。
G2TEKのソフトウェアアップグレードは、以
下の手順で実行します。
1.	scubapro.comからPC/Macへ最新の

G2TEKソフトウェアをダウンロードしま
す。

2.	G2TEKをUSBケーブルでPCまたはMacに
接続します。

3.	「Battery charging」のメッセージが表
示されたら、左ボタン（DISK）を押します。

4.	File Explorer/Finderを開いてG2TEK_
DISKを選択するか（PC）、デスクトップ
でG2TEK Diskアイコンをクリックします

（Mac）。サブフォルダ「System」に移動
し、ダウンロードされたアップデートバン
ドル（ZIPファイル）からすべてのフォルダ
を選択して、G2TEK_Diskの「System」サ
ブフォルダにドラッグ＆ドロップします。

5.	安全な取り出しアイコンをクリックし
て、G2TEKを安全に取り出します。

6.	G2TEKの8.8.（ソフトフェアアップデート）
メニューで新しいソフトウェアバージョン
を選択し、SAVEボタンを押してインスト
ールします。 

インストールできるソフトウェアバージョン
は、G2TEKのメモリーフォルダの次の場所
に格納されています： \system\SWUpdate 
これらのファイルをG2TEKに格納する方法
については、「USBフラッシュディスクの操
作」の章を参照してください。

2 .8 .9	 フラッシュメモリフォーマット
フラッシュメモリーへの書き込みプロセス
中にG2TEKの通信が遮断されるか、フラッ
シュメモリーの使用中にG2TEKのバッテリ
ーが枯渇すると、メモリーの内容が破損す
る場合があります。このような場合は次の
警告が表示されます:

 注意
フ ラッシュディス ク が 破 損 し た とき
は、G2TEKを使用しないでください。フ
ラッシュメモリーにアクセスできない場
合、G2TEKが正しく動作しない可能性があ
ります。操作を誤ると、正しくない情報が表
示される可能性があります。ダイビング中
にこれが起こると、重症または死亡にいた
る危険があります。
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F	注：フラッシュディスクの破損を回避す
るには、1) メディアを安全に取り出す
機能を使用し、2) G2TEKのバッテリー
を充電した状態で保つことで、意図し
ないリセットを防止します。

フラッシュディスクが破損したときは、メニ
ュー8.（その他の設定） > 8.9（フラッシュメ
モリフォーマット）に次のメニューが表示さ
れます。

この操作を続けるには、セキュリティコード
313が必要になります。

 注意
フラッシュに保存したすべてのデータが消
去されます。これには、すべてのダイブログ
が含まれます。G2TEKデータの損失を防止
するには： 
1.	PC/Macにバックアップを保存します。
2.	LogTRAKでダイブログをダウンロード・

保存します。 

2 .9	 デジタル心拍数モニターを
ペアリングする

このメニューで、デジタル心拍数モニター
をG2TEKとペアリングできます。このメニュ
ー内に留まっている限り、G2TEKによって近
くにある心拍数モニターの検索が続けら
れ、「Ready to pair!」（ペアリングできます）
というメッセージが表示されます。心拍数
モニターをペアリングしてG2TEKとの接続
を確立する方法については、「デジタル心拍
数モニター」の章の手順に従ってください。

2 .10	 パーソナライズ
ここでは、カスタマイズ関連の設定を行い
ます。さまざまな画面設定、色、言語、所有
者、緊急時の情報、単位を選択できます。
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2 .10 .1	 画面設定
ライト、クラシック、フル、グラフィカルの設定
から選択できます。また、表示を180度回転
させて、コンピューターの一番下にボタン
を表示することもできます。

F	注：「ライト」設定は、GF停止や減圧停
止を行うダイビングには対応しません。

「ライト」設定を選択した場合、GF停
止または減圧停止が開始されると画
面が「クラシック」に変わり、GF停止ま
たは減圧停止義務（あるいはその両
方）がすべて終わるまではそのままに
なります。

2 .10 .2	 言語
このメニューでは、コンピューターに表示
されるすべてのテキストの表示言語を設定
することができます。一覧から言語を選択
し、SAVEボタンを押して有効にします。

2 .10 .3	 スタートアップ画像
起動後5秒間表示されるパーソナライズさ
れた画像を選択することができます。この
メニューでは、コンピューターのG2TEKメ
モリーにある画像から好きなものを選択し
ます。

これらの画像をG2TEKに格納する方法に
ついては、「USBフラッシュディスクの操作」
の章を参照してください。

F	注：G2TEKの起動時に右ボタンを長押
しすると、スタートアップ画像が表示
されます。

2 .10 .4	 希望する単位を設定する
ここでは、圧力、温度、深度の単位の組み合
わせを選択できます。この設定は、ダイブモ
ード、ログブック、アラーム設定、高度設定な
どに適用されます。
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2 .10 .5	 所有者情報を表示
このメニューの所有者情報は、LogTRAKソ
フトウェア経由でのみ入力できます。 

G2TEKに所有者情報を保存する方法につ
いては、「LogTRAKの概要」セクションを参
照してください。

2 .10 .6	 緊急時の情報
このメニューの緊急時の情報は、LogTRAK
ソフトウェア経由でのみ入力できます。 

G2TEKに緊急時の情報を保存する方法に
ついては、「LogTRAKの概要」セクションを
参照してください。

2 .10 .7	 ディスプレイカラー
G2TEKの画面が消費する電力は、使用する
色に依存しません。メニュー9.7.（ディスプ
レイカラー）を使用して、下図に示すように
さまざまな色の組み合わせを選択できま
す。

F	注：ダイビングする水の種類によって
は、初期設定の色の組み合わせや白
黒以外の色を使用すると画面が最も
見やすくなる可能性があります。 

2 .11	 画像
ここでG2TEKのメモリーに保存した画像を
確認できます。
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2 .12	 ダイブプランナー
ダイブプランナーにより、体内残留窒素量
に基づいて次回のダイブプランを作成でき
ます。ダイブプランナーでは、この他に以下
の情報も使用します。
1.	選択した酸素濃度 
2.	選択した水の種別
3.	選択したGF設定
4.	高度範囲
5.	体内残留窒素の排出状況（ダイブプラン

ナー起動時）
6.	規定の浮上速度の遵守状況

F	注：G2TEKをゲージモードまたはアプ
ネアモードにすると、ダイブプランナ
ーは無効になります。

2 .12 .1	 減圧不要プラン
ダイビング終了後、体内残留窒素排出時間
中に次のダイビングを計画する場合、水面
で休息する予定の時間を加算してプランナ
ーを開始する必要があります。時間は15分
刻みでプラスできます。 

禁止高度が山のシンボルとともに表示され
ます。ダイバーは、この頂上に達してはいけ
ません。G2TEKによる高所でのダイビング
について詳しくは: 高地でのダイビング。
ダイビング禁止警告が表示されている場
合、ダイブプランで推奨される水面休息時
間として、警告される時間が（15分単位に切
り上げて）表示されます。

サーフィスインターバルが提示されている
か、窒素排出が終了すると、プランナーは深
度を3m/10フィート刻みで表示できます。
その深度での減圧不要潜水時間が表示さ
れます。

その深度での最長減圧不要時間の1%に達
すると、画面にCNS%とOTUの値が表示さ
れます。 

ダイブプランでの最浅深度は9m/30フィー
トです。プランナーは、最大酸素分圧に沿っ
た深度のみを許可します。酸素比率と最大
酸素分圧の設定は、メニュー1.（酸素設定）
にあります。

 注意
最大酸素分圧をOFFに設定すると、プラン
ナーは最大120m/394フィートまでの深度
を許可します。酸素分圧の高い空気/ナイ
トロックスでのダイビングは非常に危険で
あり、死亡にいたる危険があります。高い
酸素分圧に曝露すると、CNSクロックの値
が最大推奨値の100%を超えてしまう可能
性があります。

MODが9m/30フィートより浅い場合、ダイ
ブプランを作成できず、「最大酸素分圧が
低すぎます」と表示されます。
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2 .12 .2	 減圧プラン

プランニングする深度で矢印ボタンを押す
と、潜水時間を編集できます。開始ポイント

（現時点では最小）は、減圧不要時間です。
時間は1分単位で追加できます。合計浮上
時間とともに、最深深度での減圧停止また
はGF停止も表示されます。

2 .13	 Bluetooth 
このメニューからBluetooth通信を起動
できます。G2TEKと他のBluetoothデバイ
スの間の接続を確立する方法について
は、「Bluetooth」の章を参照してください: 
Bluetooth接続。

2 .14	 ログブック
ここでは、ダイブ統計という概要を含め、ロ
グブックを読むことができます。
ダイブ統計は常にログブックモードを選択
した場合の開始ポイントとなります。

ダイブ統計には次のようなデータが含まれ
ます。 

各ダイブは、ダイブ番号と入水日付、時刻、
最大深度、合計潜水時間とともに保存され
ます。

ダイブを選択すると、それに続いて表示さ
れる一連のページの始めに、次のデータが
表示されます。
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F	注：ダイブをゲージモードで行った場
合、このページにそのように表示され
ます。ゲージモードでは、スキューバモ
ードより提供される情報が少ないた
め、ログブックの一部の行が空欄にな
ります。次の例はスキューバモードで
のダイブです。 

2ページ目には、ダイブログがグラフィック
表示されます。

3ページ目には、詳細情報が表示されます。

4ページ目

5ページ目 

F	注：複数のガスでダイビングを行う
と、5ページ目以降にページが追加さ
れます。 

6ページ目には、もしあればダイブの警告や
アラームが要約されます。

アプネアログ
G2TEKのアプネアダイブログでは、個々の
入水が1回のダイブセッションにグループ
化されます。最初の3ページにはセッション
のデータが表示されます。
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その後のページには、そのセッションの個
々の入水の詳細情報が表示されます（画面
の一番下に、反復 #1、#2のように番号が表
示されます）。

3 .	 G2TEKを使ってダイビン
グする

G2TEKは、機能が豊富で汎用性の高いダイ
ブコンピューターであり、簡単なレクリエー
ショダイブから複雑な混合ガスによるダイ
ブまで減圧計算を実行できます。また、浮
上速度の計算と警告も提供します。大容量
のメモリーに画像を保存でき、ログブック
には4秒のサンプリング速度でダイブプロ
ファイルを1000時間分以上格納できます。
ダイブ中は、深度、潜水時間、減圧状態、水
温などの情報が表示され、ダイブ後の陸上
では、体内残留窒素排出時間、NO FLY時
間、サーフィスインターバル、禁止される高
度クラスが表示されます。
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3 .1	 水面でのダイブモード

3 .1 .1	 レクリエーション（初期設定）
しばらくG2TEKでダイビングしていない（体
内の窒素が排出されている）場合、次のよ
うなダイブモード画面が表示されます:

ただし、ダイブ後のスキューバモードでは、
次のような画面が表示されます。 
現在の高度クラスと禁止される高度が、右
上隅に山のシンボルで表示されます。画面
中央では、最後のダイブからのインターバ
ルがカウントアップされ、残留窒素窒素排
出時間がカウントダウンされます。

より高度なダイブモードを起動すると、次
のような画面が表示されます（最近のダイ
ブがないPMGモードを表示）。

3 .1 .2	 PMGモードでの画面レイアウト
PMG（Predictive Multi-gas）モードでは、次
のダイブに対して有効になっている混合ガ
スの数が、ガス残圧および比率ウィンドウ
の下に表示されます。下の画面では、2種類
の混合ガスが有効になっています（2G）。

3 .1 .3	 トライミックスモードでの画面レ
イアウト 

トライミックスモードでは、タンク残圧およ
び比率ウィンドウにガス比率が酸素/ヘリウ
ムの形式で表示されます。

3 .1 .4	 サイドマウントモードでの画面レ
イアウト

サイドマウントモードでは、タンク残圧およ
び比率ウィンドウが2本のタンク用に分か
れています（左側と右側）。
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3 .1 .5	 CCRモードでの画面レイアウト
CCRモードでの表示はサイドマウントモー
ドに似ていますが、タンク残圧および比率
ウィンドウにはディリュエントおよび酸素の
比率が表示されます。

3 .1 .6	 サーフィスインターバル、ダイビン
グ禁止、CNS%カウンター

ダイビング後、G2TEKには最後のダイビン
グ終了後のサーフィスインターバルが表示
されます。サーフィスインターバルカウンタ
ーは、体内残留窒素の排出が完了するまで
カウントを続けます。排出完了後、このウィ
ンドウは消えます。
ダイビング禁止シンボルとカウントダウン
タイマーが表示され、マイクロバブルや酸
素の過剰な蓄積（CNS O2% > 40%）が原因
でダイビングをしてはいけない時間を示し
ます。 

最後のダイブで蓄積された酸素のCNS%
は、体内残留窒素排出（DESAT）時間の横で
ゼロまでカウントダウンされ、最後に消え
ます。
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3 .2	 ダイビング中のボタンの機能
次の表に、ダイビング中のボタンの機能を
示します。

F	注：G2TEKで設定可能なダイブモード
は、スクーバ、アプネア、ゲージの3つ
です。各モードの操作には違いがある
ため、ボタンに割り振られた機能も異
なります。 

左ボタン 中央ボタン 右ボタン

押す 長押し 押す 長押し 押す 長押し

ラ
イ

ト

ブックマーク
を設定  -

代替ウィンド
ウに順にアク

セス

代替画面に順
にアクセス バックライト コンパス

最大深度 ダイブプロフ
ァイル

コンパートメン
ト飽和

水温 画像

心拍数

皮膚温度

バッテリーレ
ベル

100/100以外の
アクティブなGF

設定
GF 100/100

情報

時刻

CNS%
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ク
ラ

シ
ッ

ク
ブックマーク
をセットし、ス
トップウォッ
チをリセット

 -
代替ウィンド
ウに順にアク

セス

代替画面に順
にアクセス バックライト コンパス

 （ガス切り替
えを確定）

（手動でのガ
ス切り替え） 最大深度 ガス一覧

O2% 減圧サマリー

ダイブプロフ
ァイル

心拍数 コンパートメン
ト飽和

皮膚温度 画像

バッテリーレ
ベル

ストップウォ
ッチ

100/100以外の
アクティブなGF

設定
GF 100/100

情報

時刻

CNS%

平均深度

ppO2

OTU

フ
ル

ブックマーク
をセットし、ス
トップウォッ
チをリセット

 -
代替ウィンド
ウに順にアク

セス

代替画面に順
にアクセス バックライト コンパス

（ガス切り替
えを確定）

（手動でのガ
ス切り替え） O2%

ダイブプロフ
ァイル

コンパートメン
ト飽和

平均深度 画像

皮膚温度

バッテリーレ
ベル

CNS%

PPO2

OTU
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グ
ラ

フ
ィ

カ
ル

ブックマーク
をセットし、ス
トップウォッ
チをリセット

 -
代替ウィンド
ウに順にアク

セス

代替画面に順
にアクセス バックライト コンパス

（ガス切り替
えを確定）

（手動でのガ
ス切り替え） 最大深度 ガス一覧

O2% 減圧サマリー

ダイブプロフ
ァイル

心拍数 コンパートメン
ト飽和

皮膚温度 画像

バッテリーレ
ベル

ストップウォ
ッチ

100/100以外の
アクティブなGF

設定
GF 100/100

情報

時刻

CNS%

平均深度

ppO2

OTU

コ
ン

パ
ス ブックマーク

をセットし、ス
トップウォッ
チをリセット

- 方位を設定 設定した方位
を消去 バックライト 手動で最初の

画面に戻る

ゲ
ー

ジ

ブックマーク
をセットし、ス
トップウォッ
チをリセット

- 
ブックマークを
セットし、平均
深度をリセット

代替画面に順
にアクセス バックライト コンパス

ガス一覧

ダイブプロフ
ァイル

画像

ア
プ

ネ
ア

ダイブセッ
ションを手

動で終了（水
面で）

 -  -
代替ウィンド
ウに順にアク

セス
バックライト  - 

心拍数

皮膚温度
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3 .3	 高所でのダイビング

3 .3 .1	 ダイブ後の高度クラス、高度警告
高所へ移動するのは、ダイビングで浮上を
始める状況と似ています。人体は低い窒素
分圧に曝露され、窒素の排出が始まりま
す。ダイビング後は体内残留窒素量が多い
ため、通常は問題のない高度に上がるだけ
でも、減圧症になる危険があります。そのた
め、G2TEKは大気圧を定期的にモニタリン
グし、その値を使って体内残留窒素量と窒
素排出状況を評価します。G2TEKが現在の
体内残留窒素量に対応しない大気圧の低
下を検出すると、潜在的に危険な状況を知
らせる警告が発生します。 
G2TEKは体内残留窒素をカウントダウン
し、窒素排出が完了するまでサーフィスモ
ード画面に表示します。

許可される高度は、時刻表示の右上隅に山
のシンボルで示されます。禁止高度とは、
現在の体内残留窒素レベルではダイビン
グに適合しないとG2TEKが算出した高度で
あり、山のシンボル内を塗りつぶす色の区
画で表示されます。詳しくは、次の章を参照
してください：高度と減圧アルゴリズム。
現在の高度は5.（高度計）メニューでチェッ
クできます。
体内残留窒素は、画面右端のバーに表示さ
れ、「N2」というテキストがラベルとして付い
ています。

F	注：飛行機搭乗待機、ダイビング禁止、
および高度制限も、もし発生していれ
ば時刻表示にシンボルが表示されま
す。

3 .3 .2	 高度と減圧アルゴリズム
大気圧は、高度と気象条件の関数です。こ
のことはダイビングにおいて重要な側面と
なります。これは、大気圧が体内への窒素
の取り込みと排出に影響を与えるためで
す。特定の高度を超えた場合、大気圧の変
化の影響を考慮するために、減圧アルゴリ
ズムを変更する必要があります。
G2TEKでは、下図のように高度クラスを5つ
のクラスに分類しています:

高度クラス 高度 気圧切り替え
ポイント

ダイブコンピュー
ターモード

ゲージ (減圧停
止データなし)

スキューバ

スキューバ

スキューバ

スキューバ
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気候条件の影響を受けて大気圧の切り替
えポイントは違うレベルになるため、高度
クラスは、おおよその高度に基づいて定義
されます。 

 注意
高度クラス4では、G2TEKはゲージモード
でのみ機能します（コンピューターモード
から自動的に切り替わります）。

F	注：高度メーターを起動して高度を確
認できます。確認方法は、「高度計」の
章を参照してください。

F	注：G2TEKは高度を自動的に処理しま
す。大気圧を60秒間隔でモニターし、
大幅な低下を検知した場合には、新し
い高度範囲と（該当する場合は）禁止
高度を示します。また、体内残留窒素
排出時間を示します。この場合、新し
い大気圧に適応するための時間です。
この適応時間内にダイビングを開始
すると、体内にまだ残留窒素があるた
め、「反復潜水」と見なされます。 

3 .3 .3	 禁止高度
ダイビング後に飛行機搭乗を含め、高所に
移動すると、体が気圧の低下にさらされま
す。飛行機搭乗待機時間と同様に、ダイビン
グ後に安全に移動できる高度クラスと安全
G2TEK移動できない高度クラスが表示され
ます。ダイビング後に車で山を越えて帰宅
する必要がある場合は、この情報が非常に
重要です。

禁止高度クラスは、山のアイコン内を黄色（
初期設定の色）で塗りつぶして表示されま
す。これと合わせて、現在の高度を示す灰色

（初期設定の色）の区画が表示されます。
上の例では、現在ダイバーがいるのは高度

クラス1で、高度クラス4への移動は禁止さ
れています。 
G2TEKには高度警告機能があります。現在
の体内残留窒素レベルで移動に適さない
とG2TEKが判断した高度へ移動すると、高
度警告によって注意します。

3 .3 .4	 高所の湖での減圧ダイビング
高所でも適切に減圧を行うために、高度ク
ラス1、2、3では減圧停止が2m/7フィートか
ら始まります。 
大気圧が610mbar（高度4000m/13300フィ
ート以上）より下がると、G2TEKは減圧計算
をやめ、自動的にゲージモードになります。
さらに、この高度クラスではダイブプランナ
ーも使用できなくなります。

3 .4	 ナイトロックスでのダイビング 
ナイトロックスとは、酸素と窒素を混合した
呼吸用ガスであり、酸素の比率を21%（エ
ア）より高くしています。ナイトロックスは窒
素含有量がエアより少ないため、同じ深度
でもエアより体内残留窒素量が少なくて済
みます。 
ただし、ナイトロックスの酸素濃度を高める
と、同じ深度で混合ガスにおける酸素分圧
が増えます。大気分圧より高いと、酸素は人
体に有害になります。これは次の2つに分
類できます。
1. 1.4bar以上の酸素分圧による急性影響。
高い酸素分圧への曝露時間の長さとは関
係なく、急性の影響は実際の分圧レベルに
応じて異なります。一般に、ダイビング中の
アクティブな段階では1.4barまでの分圧が
許容され、減圧中の最大酸素分圧は最大
1.6barです。
2.（反復潜水や長時間のダイビングによ
り）0.5bar以上の酸素分圧に長時間曝露さ
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れたことによる影響。中枢神経系に影響し、
肺などの重要な器官に障害を与える可能
性があります。中枢神経系へのより深刻な
影響と、それより危険性が低い長期的な肺
毒性に分けることができます。
G2TEKは、高い酸素分圧（ppO2）による急性
の影響と、長時間の暴露による影響を、次
のように処理します。 
• 急性の影響。ユーザーの定義した最大酸
素分圧に対してMODアラームが設定され
ます。酸素濃度を入力すると、定義された
ppO2maxに対応するMODが表示されま
す。最大酸素分圧の初期設定は1.4barで
す。この値は、1.0～1.6barの間で自由に調
整可能です。あるいは、「off」にすることもで
きます。この設定の変更方法は、「最大酸素
分圧」の章を参照してください。
• 長時間の曝露による影響：G2TEKは、CNS 
O2クロックを用いてこの影響を「トラッキン
グ」します。CNS O2のレベルが100%以上に
なると、長時間の曝露による影響というリ
スクがあるため、G2TEKはこのレベルにな
るとアラームを発します。また、CNS O2レベ
ルが75%になると警告を発します（「CNS = 
75%」の章を参照してください）。CNS O2ク
ロックは、ユーザーが設定した最大酸素分
圧の値には影響されません。
CNS O2 75%の警告と100%のアラームはダ
イビング中に起動する可能性があります（
次の章を参照: 「CNS O2 = 75%」、「CNS O2 
= 100%」）。一方、ダイブ後に残ったCNS O2

の値は、時刻表示に表示されます。 

CNS O2クロックは、酸素分圧が0.5barを上
回ると上昇し、酸素分圧が0.5barを下回る
と下降します。したがって、水面でエアを呼
吸している間は、CNS O2クロックは常に下
降します。ダイビング中に各種混合ガスで
0.5barに到達する深度は次のとおりです。

エア：	 13m / 43フィート
32%：	 6m / 20フィート
36%：	 4m / 13フィート 

F	注：酸素濃度が80%以上の場合、最大
酸素分圧は1.6barに固定され、変更は
できません。

• 長時間の曝露と反復潜水による影響。高
濃度の酸素分圧による反復潜水または非
常に長時間の曝露では（テクニカルダイビ
ングやリブリーザーダイビング）、長期的な
肺毒性症状が発生する危険性があり、これ
はOTUでトラッキングすることができます。
現在のOTUインフォメーションをチェックす
る方法またはカウンターをリセットする方
法については、「OTU設定」の章を参照して
ください。ダイブで許可されるOTUを超える
と、下図のようにログブックにアラーム/注
意として記録されます。 

3 .4 .1	 テクニカルダイビング
テクニカルダイビングにG2TEKを使用する
場合は、認定された指導団体で指導を受
け、適切な認定を受ける必要があります。減
圧ダイビング、高濃度の酸素でのダイビン
グ、マルチガスダイビング、混合ガスダイビ
ングは、いずれも高いスキルを必要とし、特
定のトレーニングや教育でのみ得られるノ
ウハウを要求します。ダイブコンピューター
は電子機器であり、ダイバーに代わって決
定を下すことはできません。また、ダイビン
グ中にすべてのパラメーターを考慮に入
れることはできません。
テクニカルダイビングでは、ダイブコンピュ
ーターはダイブ中にまず従うべき計器では
ありません。ダイブ開始前にプランを作成
し、ダイブ中はこれに従う必要があります。
プランとコンピューターが異なるスケジュ
ールを示す場合、より厳格な方に従ってく
ださい。



57

日
本

語

GALILEO 2 TEK（G2TEK）ユーザーマニュアル

 注意
G2TEKトライミックスモデルとトライミック
スダイビングはいずれも、健康で体調万全
の上級ダイバー向けです。専門医による健
康診断を定期的に受け、ダイビングへの
身体的適性を確認する必要があります。こ
れはテクニカルダイビングではさらに重要
です。
複雑なダイブを行うとき、非常に重要な特
性となるのは忍耐力の維持です。実際のダ
イビング経験に基づいて個人的な深度制
限と減圧を定め、経験を積むにつれ少し
ずつ値を増やしていく必要があります。
G2TEKはコマーシャルダイビングには適し
ていません。水面からの送気、スーツの加
熱、チャンバーやベルでの減圧、長時間に
及ぶ運動負荷の高いダイブなどの特殊な
手順で行うダイビングでは、アルゴリズム
が正しく計算されなくなったり、G2TEKダイ
ブコンピューターの正常な動作を妨げる
可能性があります。
バックアップ計器を携帯せずにダイビングを
行わないでください。ダイビング中は常に、
深度、時間、タンク残圧を計測する計器とダ
イブテーブルを携帯することが重要です。
あらかじめダイブの計画を立て、他の商用
プランナープログラムまたはテーブルでプ
ランをクロスチェックしてください。ダイブ
プランには、緊急時や遅延時の対応に十
分な量のリザーブガスが含まれている必
要があります。常にダイブ用のベイルアウ
トテーブルを作成してください。
テクニカルダイビングは誰でもできるもの
ではありません。特にヘリウム混合ガスを
使用する減圧ダイビングでは、事故の潜在
的なリスクが常に高く、発生すると永久的
な傷害や死亡につながる危険があります。
個人の健康状態、環境条件、人的エラーな
どの度合いにより、リスクはさらに高くなり
ます。リスクをとりたくないのであれば、ダ
イビングをしないことをおすすめします。

3 .4 .2	 複数の混合ガスによるダイビング
G2TEKはZH-L16C GF PMGアルゴリズム
を採用しています。PMGとは、「Predictive 
Multi-gas」の略であり、複数の混合ガスを
プログラムすると、G2TEKは指定した深度で
の酸素濃度が最も高いガスへの切り替えを
予測し、プログラムした混合ガスすべてを
総合して減圧スケジュールを立てます。 
つまり、ダイビング中のいかなる時でも、持
参したすべての予備混合ガスが考慮されま
す。同時に、現在呼吸している混合ガスのみ
を使用してダイビングを終える場合の減圧
スケジュールも確認できるため、想定外の状
況にも備えることができます。G2TEKでこの
モードをアクティベートする方法は、「PMGを
起動する」の章を参照してください。

 注意
非常に重要！

！複数の混合ガスによるダイビングは、1種
類の混合ガスによるダイビングより遥かに
リスクが高く、ダイバーが何らかのミスをす
ると重症や死亡にいたる危険があります。 
！複数の混合ガスによるダイビング中は、
使用を意図しているタンクから呼吸してい
ることを必ず確認してください。不適切な
深度で酸素濃度が高いタンクから呼吸す
ると、死亡にいたる危険があります。 
！すべてのレギュレーターとタンクに識別
用の印をつけ、いかなる状況でも混同しな
いように注意してください。 

！毎回のダイビング前とタンク交換後は、
それぞれのタンクのガス比率が正しい値
に設定されていることを確認してください。 

！複数のガスによるダイビングを行う際
は、あらかじめ適切なトレーニングと認定
を受けてください。 
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G2TEKでは、1回のダイビングで最大8種類
の混合ガスを使用できます。
•	 酸素濃度が80%以上の場合、最大酸素

分圧は1.6barに固定され、変更はでき
ません。 

•	 タンク2～8のMODは、これらのガスの切
り替え深度です。G2TEKは、計算、警告、
推奨切り替えポイントにこの値を使用し
ます。 

•	 複数の混合ガスを使ったダイビングで
は、ナイトロックス リセット時間機能（「ナ
イトロックス リセット時間」の章を参照）を
使用すると、ガス1は21%に、ガス2～8は
OFFに設定されます。 

F	注：新しい混合ガスの入ったタンクか
ら呼吸を始めてから、切り替えを確定
してください。 

 注意
切り替えるガスが正しいことを確認してく
ださい。これを怠ると、重症または死亡に
いたる危険があります。 

以下の章では、2種類の混合ガスを有効化
した状態でのガス交換について説明しま
す。3種類以上を有効にした場合も同じ方
法になります。

深
度

時間

深部用ミックス 減圧用ミックス
2種類の混合ガスによるダイビング

ダイビング中に混合ガスを切り替える 

浮 上 中 に 、現 在 使 用しているもの 以 外
のガスのMODに対応する深度に達する
と、G2TEKから切り替えが提案されます。音
シーケンスが鳴り、「ガスT2切り替え」という
メッセージが画面に表示されます。このメ
ッセージには30秒以内に交換する必要が
あります。それを過ぎると、G2TEKはガス2
が使用されないと判断し（「ガスT2除外」と
いうテキストを表示）、それに従って減圧ス
ケジュールを調整します。 

ガス交換を確定するには、SAVEボタンを押
します。交換を確定すると、「ガスT2切り替
え 完了」というメッセージが画面に4秒間表
示されます。 
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酸素濃度の低いガスに戻す
状況によっては、現在呼吸しているガスより
酸素濃度の低いガスに戻す必要が生じま
す。たとえば、酸素濃度の高いガス（T2）の
MODより深い場所にもう一度潜降したい
場合や、減圧中にT2がガス切れになった場
合などです。この段階でBOOKボタンを長押
しすると、ガス交換を手動で開始できます。 

G2TEKに「ガスT1切り替え」というメッセー
ジが表示されます。この段階でSAVEボタン
を押すと、ガス交換が確定します。矢印ボタ
ンを押すと、別のガスを選択できます。 

G2TEKに「ガスT1切り替え 完了」というテキ
ストが4秒間表示され、それに従って減圧ス
ケジュールが調整されます。 

予定深度でガスを切り替えなかった 
G2TEKから提案された30秒以内にガス交
換を確定しないと、減圧計算からこのガス
が除外され、これを使用せずにダイビング
を終了するという前提で減圧スケジュール
が調整されます。

ガスの切り替えが遅れた 
いつでもガスを手動で選択して、予定して
いた混合ガスに切り替えることができます。
ガス交換を開始するには、BOOKボタンを
長押しします。G2TEKに「ガスT2切り替え」と
いうメッセージが表示されます。これによ
り、安全なガスに切り替えることを確認でき
ます。次に、SAVEボタンを押して、ガス交換
を確定します。G2TEKに「ガスT2切り替え 完
了」というテキストが表示され、それに従っ
て減圧スケジュールが調整されます。 

ガス交換後にMODより深い場所に潜降す
る場合 
ガス2に交換した後で、誤ってその混合ガ
スのMODより深く潜降してしまった場合、
即時にMODアラームが起動します。この場
合、ガス1に戻すか、ガス2のMODより浅い
深度に浮上してください。 

浮上中に予定されている減圧停止とガス交換
メインのダイブ画面には、最も深い減圧停
止の深度と時間のみがTATとともに表示さ
れます。 
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MOREボタンを長押しすると、ガス一覧表
が表示されます。MOREボタンを押すと、予
定されている減圧停止が、使用されたすべ
ての有効なガス（PMG）とともに、現在のガ
ス（1G）のみが使用されるという仮定に基
づいて表示されます。また、現在選択され
ているGF停止とGF 100/100のスケジュー
ルが表示されます。

下向き矢印ボタンを押すと、プロファイル
画面が表示されます（青は既にダイビング
した部分、灰色の線は現在時刻、緑色は予
定されている浮上プロファイル）。MODに
基づく必要なガス交換深度（白い線）も表
示されます。

上向き矢印を押すと、現在のコンパートメ
ント飽和が表示されます。

右側に表示されている情報が示すように、
前述のダイブが浮上フェーズに移行して
も、減圧停止時間は増え続けています。 

「速い」コンパートメントではガスの排出
が始まり、その効果は下図の飽和バーグラ
フに示すとおりです。

ガスを排出しているコンパートメントの色
は赤から緑に変わります。
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3 .4 .3	 トライミックスモードでのダイビ
ング

 注意
非常に重要！

！ダイブ中に圧縮空気またはEANナイトロッ
クスを呼吸すると、ダイバーはある程度のリ
スクを受け入れることになります。ダイビン
グ中にトライミックスガスやその他の混合ガ
スを呼吸すると、リスクレベルが上がります。

！SCUBAPROでは、トライミックスアルゴリ
ズムのリスクレベルを許容される最小レベ
ルに抑えるために、トライミックスダイビング
に関連するすべてのデータと最新の高圧研
究の成果を取り入れています。それにもか
かわらず、ナイトロックス、トライミックス、混
合ガス、圧縮空気を呼吸するダイビングで
SCUBAPROのトライミックスアルゴリズムを
使用したとしても、減圧症、酸素中毒、その他
のリスクによる重症や死亡の危険が軽減・排
除されることを保証することはできません。

！SCUBAPROのダイブコンピューターに搭
載されたトライミックスアルゴリズムを使用
するトライミックスダイバーは、リスクレベル
について認識し、個人的なリスクを理解し
たうえで、そのようなリスクの完全な法的責
任を負うことに同意する必要があります。重
症や死亡を含め、リスクを受け入れること
に同意できないダイバーは、トライミックス
モードでダイビングすべきではありません。

！ただ1つの情報源にご自分の命を委ね
るのは危険です。どのコンピューターでも
故障の可能性があるため、それだけに頼
ることは避け、常に故障時の対処方法を
計画しておくようにしてください。2つ目の
ダイブコンピューターを持ち、バックアップ
テーブルと深度計や時間測定器を携帯し
てください。リスクの高いダイビングを行う
場合は、認定された指導団体で適切な研
修を受け、このようなダイビングに必要な
テクニカルスキルと経験を習得してくださ
い。コンピューター技術は、知識と研修に
替わるものではありません。

 注意
G2TEKを使用してトライミックスダイビン
グを行う前に、減圧不要のレクリエーショ
ンダイビングで練習して、ダイブコンピュー
ターのインターフェースと機能に慣れてお
く必要があります。

最小および最大行動可能深度 
絶対最浅深度（AMD）および最大行動可能
深度（MOD）は、混合ガス内の酸素比率か
ら計算されます。ユーザーの提供したppO2

を酸素比率で割り、その結果が圧力となり、
深度に変換されます。最大MODはすべての
ガスに対して有効ですが、最小AMDは空気
より酸素比率が低い混合ガスにのみ適用
されます。

F	注：空気（21/0）では、トライミックス
（21/10）などとMODが異なります。こ

の理由は、G2TEKが空気内の酸素によ
り高精度な値（20.7%）を用いるため
です。

 注意
高地で低酸素ミックスを使用してダイビン
グを行うためには、適切な環境順化が必
要になります。低いppO2レベルに適応す
るのは時間のかかるプロセスであり、赤血
球を増産する必要がります。適応時間には
個人差があり、直接算出することはできま
せん。別の要因として、高所に到着したと
きに圧力低下によって窒素が排出されます

（「高度計」および「高地でのダイビング」
の章を参照してください）。

ガスの選択
テクニカルダイビング、中でもトライミック
ス混合ガスでは、減圧の効率が非常に重要
です。ヘリウム比率が高く、酸素比率が低い
混合ガスは、減圧に適していません。
たとえば、ボトムガスとして空気またはナイ
トロックスを使用する場合、ほとんどの場
合は2種類の減圧ガスで十分ですが、トライ
ミックスを使用する場合は、より多くの減圧
ガスが最適なガス排出に必要になります。
したがって、トライミックスも対象となる「複
数の混合ガスによるダイビング」の章で説明
しているように、PMGオプションをトライミ
ックスに対して有効にする必要があります。
タンク1は常に水面からダイビングを開始
するためのガスです。複数のタンクをセット
している場合は、ダイブ中に手動でガス交
換するか、G2TEKから提案されたときにガ
ス交換することができます。
タンクT1の最大酸素設定は18%です。これ
は、ダイビングは必ずガス1で始めなけれ
ばならないという制約によるものです。体
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に酸素を十分に供給するために、ダイビン
グ開始時に使用するガスにはタンク1のよ
うに十分な酸素が含まれている必要があ
ります（トラベルミックスまたはいずれかの
減圧ガスを使用できます）。したがって、絶
対最浅深度に関連する最初のアラームは
1.2m/3.9フィートより浅い深度で発生しま
す。

 注意
水面または浅い深度で、酸素比率21%未
満のガスを呼吸しながら重労働を行うと、
気絶により溺れる危険があります。

タンク1の最大酸素設定は8%です。 

 注意
酸素比率を低く設定すると、MOD値が大
きくなる可能性がありますが、ダイブコン
ピューターは、表示されたMODに対する
ダイバーのスキル、経験値、状況を評価で
きません。自分が取得した認定で許可さ
れる深度を守ってダイビングしてください。

G2TEKは、最大許容ヘリウム比率を、100%
から酸素比率を引いて計算します。

 注意
ヘリウムは混合ガスの催眠効果を抑えます
が、完全に解消するわけではありません。
深度が非常に深いと、ヘリウムも「Helium 
tremors」またはHPNS（高圧神経症候群）
を発症させる可能性があります。

ガス一覧表は、複数の混合ガスを取り扱う
場合に実用的です。プレダイブチェックでも
ダイブ中でも呼び出すことができます。 

F	注：Smartトランスミッターは、アクティ
ブに使用されているタンクからのみ、
タンク圧シグナルを頻繁に発信しま
す。5分間タンクを使用しないと、トラ
ンスミッターが省電力モードになり、
ガス一覧表で圧力値が更新されるま
で多少時間がかかるようになります。

トライミックスでのコンパートメント飽和
トライミックスモードで表示されるコンパ
ートメント飽和では、ヘリウムと窒素の飽和
が両方組み合わされ、細い線で区切られて
います。コンパートメントのガス排出と取り
込みは、色の変化と同じ方法で示されます。

3 .4 .4	 サイドマウントモードでのダイ
ビング 

サイドマウントモードでのダイビングの前
に、G2TEKの8.7（機能アップグレード）メニ
ューで「サイドマウント」と「PMG」の機能を
有効にしたことを確認してください。その
後、「サイドマウントを起動する」の章に従っ
てサイドマウントモードを起動する必要が
あります。サイドマウントモードを起動する
と、PMGモードも自動的に起動します。酸素
濃度が等しい2本のサイドマウントタンク
をG2TEKとペアリングすれば、準備は完了
です。 

F	注：テクニカルダイビングでは、6本の
追加タンクとペアリングでき、G2TEKが
ダイビング中にガイドします。

G2TEKはサイドマウントダイブをタンクT1
から始めます。両方のタンクを使用している
と想定して、RBTの値が表示されます。あら
かじめ設定したしきい値のステップに達す
ると、G2TEKは他のタンクへの切り替えを提
案します。音シーケンスが鳴り「ガスT2切り
替え」というメッセージが画面に表示され
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ます。30秒以内にこのメッセージに対応し
てください。

何らかの理由で、提案されたタンクに切り
替えなかった場合、G2TEKは現在使用中の
タンクの背景に赤い三角形を表示します。
この三角形の先には他のタンクがあり、（し
きい値のステップに達したため）そのタン
クに切り替える必要があることを示してい
ます。

ガスの切り替えが遅れた：いつでもタンク
を手動で選択して、推奨されるタンクに切
り替えることができます。タンクの切り替え
を開始するには、BOOKボタンを長押ししま
す。G2TEKに「ガスT2切り替え」というメッセ
ージが表示されます。これにより、推奨され
るタンクに切り替えることを確認できます。
次に、SAVEボタンを押して、ガス交換を確
定します。G2TEKに「ガスT2切り替え 完了」
というメッセージが表示されます。

3 .4 .5	 CCRモードでのダイビング 

CCR（クローズドサーキットリブリーザー）シ
ステムは、オープンサーキットのスキューバ
システムより歴史が長いと考えられます。手
動でコントロールする場合の基本的な動
作原則は、信頼性の高いレギュレーターシ
ステムを必要としないためです。 
また、CCRシステムはオープンループシステ
ムと比べてガスの使用効率が高くなります。
これは、呼吸ループに酸素が必要な量だけ
追加されるためです。人体から生成される二
酸化炭素は、スクラバーで計算されます。副
次的な効果として、CCRシステムはほとんど
気泡を発生しないため、水中で写真撮影や
魚の観察を行う場合に有益です。
CCRシステムでは、呼吸ガスのppO2（酸素
分圧）が一定に保たれます。CCRシステム自
体がこれを制御します。オープンループシ
ステムと比べ、ppO2が一定に保たれるとい
うことは、深度に応じてナイトロックス混合
比率が変わります。 
たとえば、ppO2設定を1.0barにすると、深度
10m/33フィートの海水でのオープンルー
プ50%ナイトロックスに相当します。

 注意
すべてのリブリーザーは、使用する前にそ
の専用の研修を受ける必要があります。リ
ブリーザー装置でダイビングする際は、適
切な認定を受け、メーカーの推奨事項と
手順に従ってください。これに従わないと、
重症や死亡にいたる危険があります。 
リブリーザーでは、複数のガスを使用し、ガ
ス交換と等しいベイルアウト手順と多くの
テクニカルダイビング技術を要します。した
がって、前章の考慮事項と警告はすべてリ
ブリーザーダイビングにも当てはまります。

CCRモードを有効にすると、酸素設定にディ
リュエントタンクが表示されます。
このモードを起動する方法は、「CCRを起動
する」の章を参照してください。
ダイブ 開 始 時 の セットポ イント（ S P 1 ）
は、ppO2を0.2～0.95 barの範囲内で選
択できます。ボトムセットポイント（SP2）
は、ppO2が1.0～1.6 barの範囲内であり、通
常はボトムへの潜降中か、最大深度に達し
たときに有効にします。 
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SP切り替え深度は、オープンサーキットモ
ードでのガス切り替え（予定されたガス切
り替え）の提案と同じように提案されます。 
スイッチポイントは、オープンサーキットモ
ードでの等価酸素比率に基づいて決定され
ます。したがって、潜降中にスイッチポイント
に達するとき、その深度でのガスの等価酸
素比率が21% O2レベルに達しています。 

たとえば 、エアディリュエントで S P 1 が
0.5 barの場合、海水ではその深度は約
13.8m/45.3フィートです。

深
度

深
度

時間 時間
SP1

SP2SP2

SP1

2種類の混合ガスによるダイビング CCRモードでのダイビング

SP1/SP2の交換深度

深部用ミックス 減圧用ミックス

3 .5	 警告とアラーム
G2TEKは、危険な状況が発生したときに、
警告とアラームで注意を促します。警告とア
ラームの設定は、メニューで変更すること
も、PCインターフェースを使って変更するこ
ともできます。

3 .5 .1	 警告設定

警告の状況は、ダイバーの注意を必要とし
ますが、これを見落としてもすぐに危険に
なる訳ではありません。ダイバーの判断で、
それぞれの警告を有効にするか決定でき
ます。 
警告は、ポップアップ画面の上部の、通常
であればボタンのテキストが表示される
場所に表示されます。警告は黄色で表示さ
れ、関連するデータウィンドウも同時にハイ
ライトされます。
一般に、警告は音、表示、両方（音と表示）ま
たはオフに設定できます。
利用できる警告は以下のとおりです。

3 .5 .2	 最大深度

最大深度で警告が発生します。警告の深度
を設定する方法については、「最大潜水深
度警告」の章を参照してください。
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3 .5 .3	 CNS O2 = 75%
G2TEKは体内に蓄積された酸素量をCNS 
O2クロックでトラッキングします。計算した
CNS O2の値が75%に達すると、G2TEKは値
が75%を下回るまで警告を続けます。

3 .5 .4	 ノーストップ = 2分

意図しない減圧ダイビングを避けるため
に、減圧不要時間が2分に達したときに警
告するようG2TEKを設定できます。（GF設
定でのダイビングについての詳細は、「GF
設定でのダイビング」の章を参照してくださ
い。）これにより、減圧停止やレベルストッ
プの義務が発生する前に浮上を開始でき
るようになります。 

3 .5 .5	 減圧停止が必要になった
最初の減圧停止義務が発生したときに警
告するようG2TEKを設定できます。この警
告により、水面に直接浮上できなくなったこ
とがダイバーに通知されます。 

3 .5 .6	 潜水時間
この警告時間を設定する方法については、

「最大潜水時間警告」の章を参照してくだ
さい。

設定した潜水時間が経過すると（上の例で
は30分）、「制限時間に到達」という警告メ
ッセージが表示されます。

潜水時間の半分を過ぎると（上の例では30
分に設定 = 15分）、「折り返し時間」というメ
ッセージが表示されます。
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3 .5 .7	 タンク残圧

G2TEKは、タンク残圧が特定のレベルに達
すると警告を発することができます。たとえ
ば、フルにしたタンク残圧の半分にリマイ
ンダーを設定し、ゆっくりと浮上を始める時
間を伝えるように設定することができます。

3 .5 .8	 RBT = 3分

ガスの供給が低下していることを適切に
警告するために、G2TEKはRBT（残り潜水時
間）が3分を切ると警告を発することができ
ます。RBTについて詳しくは、「RBT = 3分」
の章を参照してください。 

 注意
RBTが3分を切ると、安全に浮上を完了す
るために必要なガスが残っていない可能
性があります。この警告を見たときは、速
やかに浮上を開始してください。

3 .5 .9	 タンク残圧シグナル

トランスミッターの位置が正しくない場合
や、強力なRF源からの干渉を受ける場合な
ど、特定の状況では、ワイヤレスタンク残圧
情報が一時的に中断する可能性がありま
す。たとえば、水中写真の撮影に使用するス
トロボは、G2TEKとワイヤレストランスミッ
ターとの通信に一時的に影響を与えること
が知られています。

F	注：G2TEKが30秒以上トランスミッタ
ーからの信号を受信しないと、音声が
オフになり、「タンク圧未受信」という
メッセージが12秒間表示されます。さ
らに40秒経ってもG2TEKがトランスミ
ッターからの信号を受信できなかっ
た場合、さらに音が鳴り、「タンク圧不
明」というメッセージが12秒間表示さ
れ、その後はRBTが表示されなくなり、
タンク残圧は「- - -」と表示されます。 

 注意
「タンク圧未受信」の状況では、G2TEKに

格納されたタンク残圧関連情報はすべて
有効ではなくなります。このような場合、バ
ックアップ計器を使用して残圧をモニタリ
ングし、水面まで安全に浮上してください。
水中でガス切れを起こすと危険であり、重
症や死亡にいたる場合があります。 
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3 .5 .10	 GF停止が必要

100/100以外の設定でのダイビング中に
GF減圧不要時間が終了したら警告するよ
う、G2TEKを設定できます。詳しくは、次の
章を参照してください：GF設定でのダイビ
ング。

3 .5 .11	 GF停止を無視
100/100以外のGF設定でのダイビング中
にGF停止が必要な場合、一番深いGF停止
より浅い深度に浮上したら警告を発する
ようにG2TEKを設定できます。これにより、
必要な停止を忘れずに行えるようになりま
す。

3 .5 .12	 GF増加
100/100以外のGFでのダイビング中にGF
停止が必要な場合、一番深いGF停止より
1.5m/5フィート以上浮上すると、G2TEKは
GFを次に可能なレベルに引き上げます。画
面に、新しいアクティブなGF設定が表示さ
れます。 

3 .5 .13	 GFノーストップ = 2分

100/100以外のGF設定でのダイビング中
は、基準の100/100情報は画面に直接表示
されません（ただし、代替情報として参照
できます）。アクティブなGF設定を100/100
以外にしてダイビングする際は、基準の
100/100減圧不要時間が2分に達したとき
に警告するようにG2TEKを設定できます。
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3 .5 .14	 100/100で減圧停止が必要に
なった

100/100以外のGF設定でのダイビング中
は、基準の100/100情報は画面に直接表示
されません（ただし、代替情報として参照で
きます）。アクティブな設定を100/100以外
にしてダイビングする際は、減圧停止が必
要になる直前に警告を発するようにG2TEK
を設定できます。

3 .6	 アラーム
アラームは、ダイバーがすぐに対処する必
要がある状況を知らせるものであり、ダイ
バーがオフにすることはできません。 
ポップアップ画面の上部の、通常であれば
ボタンのテキストが表示される場所に表示
されます。アラームは赤で表示され、関連す
るデータウィンドウも同時にハイライトさ
れます。
次の7種類のアラームがあります。
•	 浮上が速い!
•	 MOD超
•	 CNS O2 = 100%
•	 タンクリザーブ到達
•	 減圧停止違反!
•	 RBT = 0分
•	 バッテリー低下

 注意
•	 ゲージモードでは、バッテリー低下、タン

クリザーブ、ハーフタンク、最大深度、最
大潜水時間、タンク圧シグナルアラーム
を除くすべての警告とアラームがオフに
なります。

•	 G2TEKを「SOUND OFF」モードに設定す
ると、すべてのアラーム音と警告音がオ
フになります。

3 .6 .1	 浮上速度 

ダイビング中に浮上すると、環境圧が低下
します。浮上速度が速すぎると、圧力の急
激な低下によってマイクロバブルが形成さ
れます。逆に、浮上速度が遅すぎると、高い
環境圧への曝露が長期化することにより、
体内の細胞の一部（または全部）に窒素が
より多く蓄積されます。したがって、マイク
ロバブルの形成を最低限に抑えつつ、窒素
の蓄積も最低限に抑えられる最適な浮上
速度があります。 
深度が浅いより深い方が、より大きな圧力
低下があってもマイクロバブルが大量に発
生せず、ダイバーの体への影響が少なくな
ります。重要な要因は、圧力がどれくらい低
下したのかではなく、環境圧に対する圧力
低下の比率です。このことから、深度が深い
ところでは、浅いところより最適浮上速度が
速くなります。
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これに基づき、G2TEKでは変動のある浮上
速度を採用しています。浮上速度の範囲は
3～10m/分（10～33フィート/分）です。以下
の表に、深度範囲とそれに対応する速度を
示します。

深度 浮上速度
m ft m/分 ft/分
0 0 3 10

2.5 8 5.5 18

6 20 7 23

12 40 7.7 25

18 60 8.2 27

23 75 8.6 28

31 101 8.9 29

35 115 9.1 30

39 128 9.4 31

44 144 9.6 32

50 164 9.8 32

120 394 10 33

浮上速度が最適値の110%を超えると、速
度ウィンドウが黄色になります。 

浮上速度が140%を超えると、「浮上が速
い」警告が表示され、浮上ウィンドウが赤く
変わります。

最適な浮上速度の110%を超えるとアラー
ム音も鳴ります。アラーム音は、最適浮上速
度からの超過率に比例して強くなります。 
浮上速度が速すぎる場合、マイクロバブル
が形成される危険があるため、減圧不要範
囲内であっても減圧停止が指示される場
合があります。 
深い場所からゆっくり浮上すると、体内残
留窒素量が増え、減圧停止時間と合計浮上
時間の両方が長くなります。浅い深度から
ゆっくり浮上すると、減圧停止時間が短くな
ります。 
浮上速度オーバーが長時間続くと、ログブ
ックに記録されます。 

 注意
最適浮上速度は、いかなる場合でもオー
バーしてはなりません。血管内にマイクロ
バブルが形成され、重症や死亡にいたる
危険性があるためです。 
浮上速度が最適値の110%以上である限
り、アラームは鳴り続けます。
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3 .6 .2	 MOD/ppO2

 注意
•	 MODより深い場所へ潜降しないでくだ

さい。このアラームを無視すると、酸素中
毒の危険があります。

•	 ppO2が1.6barを超えると、突然のけいれ
んにより、重症または死亡にいたる危険
性があります。 

MODを超えると、深度が赤く変わり、「MOD
超」というアラームテキストが表示されま
す。
MODは代替表示ウィンドウに表示される
ため、どれくらい超過したのかがわかりま
す。さらに、ビープ音も鳴り続けます。MOD
より上に浮上するまで、深度の点滅とビー
プ音が続きます。

3 .6 .3	 CNS O2 = 100%

 注意
CNS O2が100%に達すると、酸素中毒の危
険性があります。ダイビングを中止する手
順を始めてください。

G2TEKは体内に蓄積された酸素量をCNS 
O2クロックでトラッキングします。計算され
たCNS O2の値が100%に達すると、ビープ
音が12秒間鳴り、O2ウィンドウでCNS O2の
値が赤くなります。CNS O2の値が100%を
下回るまで、値は赤く表示されたままです。

音声シグナルは最初に鳴った後、CNS O2の
値が100%以上である限り（あるいはppO2

が0.5bar未満に下がるまで）、1分間隔で5
秒間鳴り続きます（一般的なナイトロックス
でppO2が0.5barと等しくなる深度の一覧は、

「ナイトロックスでのダイビング」の章を参
照してください）。

3 .6 .4	 タンクリザーブ圧に到達した
タンクリザーブ圧の上限を設定する方法に
ついては、「タンクリザーブ」の章を参照して
ください。ダイブ中に設定した圧力に達す
ると、アラームが起動します。
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3 .6 .5	 減圧停止を怠った

 注意
減圧停止の指示を無視すると、重症や死
亡にいたる危険性があります。 

必要な減圧停止を行うときに、指示された
停止深度より0.5m/2フィート以上上に浮上
すると、G2TEKはアラームを発します。現在
の深度の値と、「減圧停止違反!」というテキ
ストが表示され、ビープ音が鳴ります。この
状態は、必要な停止深度より0.5m/2フィー
ト以上上にいる限り続きます。

3 .6 .6	 RBT = 0分
RBTが0分に達したときの反応を、警告また
はアラームから選択できます。この設定に
ついて詳しくは、「RBT警告またはアラーム」
の章を参照してください。

3 .6 .7	 バッテリー低下

 注意 
陸上で画面に「バッテリー低下」警告が表
示されているときは、ダイビングを始めな
いでください。コンピューターの機能がダ
イビング中に停止する可能性があり、重症
や死亡にいたる危険性があります。

ダイビング中、G2TEKは次の2種類の方法で
バッテリー状態について注意を促します。 
1.	画面に警告の背景色でバッテリーシン

ボルを表示する。 
2.	画面上部（通常であればボタンのテキス

トが表示される場所）に警告メッセージ
を表示する。 
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3 .7	 表示情報
G2TEKを水に入れると、その前にどのよう
な状態であったかにかかわらず、ダイブモ
ニターが自動的に開始します。表示される
情報について詳しくは、次のセクションで説
明します。
潜水時間：潜水時間は分単位で表示されま
す。ダイビング中に水面に浮上した場合、5
分（*）以内に再び0.8m/3フィートより深く潜
降した場合に限り、水面で経過した時間が
カウントされます（*初期設定。3～30分の
間に設定可能）。これにより、水面に短時間
浮上して位置確認することができます。水
面では、潜水時間のカウントは止まってい
るように見えますが、バックグラウンドでカ
ウントは続いています。再び潜水すると、水
面での時間を含めてカウントが再開されま
す。0.8m/3フィートより上で5分（または設
定した時間）以上経過すると、そのダイビン
グは終了したとみなされ、ログブックが終
了します。その後潜降しても、潜水時間はゼ
ロからカウントされます。
表示できる最長潜水時間は999分です。こ
れより長いダイビングでは、潜水時間のカ
ウントが0分から再開します。
2分以上のダイブのみがログブックに保存
されます。
深度：メートル法での深度は10cm刻みで
す。フィート表示では常に1フィート刻みで
す。0.8m/3フィート未満の深度は「---」と表
示されます。G2TEKの最大行動可能深度は
120m/394フィートです。 
減圧不要時間：実測値で計算され、4秒ごと
に更新されます。表示される最長減圧不要
時間は99分です。
水温：G2TEKは、ダイブ中の水温と水面で
の気温を表示します。ただし、肌に直接装
着すると、皮膚温度が測定値に影響を与え
ます。
減圧情報：G2TEKが減圧停止の必要がある
と判断すると、最も深い減圧停止の深度と
時間が画面に表示されます。また、合計浮
上時間も示します。 

 注意 
減圧停止が不要な場合を含め、すべての
ダイビングで、深度3～5m（10～15フィー
ト）で3～5分間の安全停止を行ってくだ
さい。

3 .7 .1	 ダイビング中の画面レイアウト 
G2TEKでは、ライト、クラシック、フル、グラフ
ィカルという4種類の画面レイアウトオプシ
ョンから選択できます。また、必要に応じて
表示を回転させて、画面の下にボタンを表
示させることもできます。

初期設定はライト画面レイアウトです。基本
情報のみが大きい数字で表示されます。減
圧が必要になり、画面に表示すべき情報が
増えると、画面が自動的にクラシックレイア
ウトに変わります。

F	注：LIGHTレイアウトでは、無減圧限界
時間とRBTの短い方のみが表示され
ます。残りのガス供給量が、RBTが0分
に達する停止前にGFまたは減圧停止
に入る水準である場合、画面に無減圧
限界時間が表示され、「NO STOP」と
いうラベルで強調されます。一方、残り
のガス供給量が、無減圧フェーズ中に
RBTが0分に達する水準である場合、
画面にRBTが表示され、「RBT」という
ラベルで強調されます
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より具体的には、以下の情報が表示されます。
•	 現在の深度
•	 潜水時間
•	 タンク残圧
•	 無減圧限界時間とRBTの短い方
•	 O2 mix
•	 体内残留窒素量（棒グラフ）

 注意
「タンク圧不明」の警告が一旦発生する
と、G2TEKはRBTを計算できなくなります。
この場合、LIGHTレイアウトに無減圧限界
時間が表示されますが、この深度にこの時
間留まることができる十分なガス供給があ
るわけではありません。

クラシック画面設定では、小さいウィンドウ
に小さい数字を使い、より多くの情報が表
示されます。

フル画面設定には、最も多くの情報が表示
されます。この画面は、G2TEKが提供できる
すべてのパラメーターをモニタリングした
いダイバー向けです。

グラフィカル画面設定では、数値情報と実
際のダイブプロファイルを組み合わせて表
示します。グラフィカルプロファイルではダ
イバーの位置が灰色のカーソル線で表現
されます。水面までに予定される浮上と停
止は、カーソル線の右側に表示されます。
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画面設定を問わず、G2TEKは1つのウィンドウでダイブに関する追加情報を表示しま
す。MOREボタンを押すと、別画面に次のデータが順に表示されます:

画面設定 ライト クラシック フル グラフィカル
1 タンク残圧 最大深度 O2% 最大深度
2 最大深度 O2% O2%
3 平均深度
4 水温 心拍 皮膚温度 心拍
5 心拍 皮膚温度 バッテリーレベル 皮膚温度
6 皮膚温度 バッテリーレベル CNS% バッテリーレベル
7 バッテリーレベル ストップウォッチ ppO2 ストップウォッチ

8
100/100以外の
アクティブなGF

設定

100/100以外の
アクティブなGF

設定
OTU

100/100以外の
アクティブなGF

設定
9 GF 100/100情報 GF 100/100情報 GF 100/100情報

10 時刻 時刻 時刻
11 CNS% CNS% CNS%
12 平均深度 平均深度
13 ppO2 ppO2

14 OTU OTU

MOREボタンを長押しすると、ダイブプロフ
ァイル（またはGF/PMG設定によってはガ
ス/減圧一覧表示）が起動します。この画面
は12秒間表示され、ボタンを押さない限り
通常のダイブ表示に戻ります。

矢印ボタンによって、次の画面であるコン
パートメント飽和にスクロールできます。そ
れぞれのバーの高さは、最大許容量に対す
る現在の残留窒素量をパーセントで示して
います。緑色のコンパートメントはガスを
排出しており、赤いコンパートメントはガス
を取り入れています。 

次の画面には、G2TEKのフラッシュメモリ
ーに保存された画像の一覧が表示されま
す。ダイブ中に表示できる画像の保存方法
と保存場所について詳しくは、「USBフラッ
シュディスクの操作」の章を参照してくださ
い。
中央のボタンを長押しして、画像一覧に入
ります。矢印ボタンを押すと、表示したい画
像を選択できます。中央のボタンを長押し
すると、選択した写真を表示できます。
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画像は次のような目的で使用できます。
•	 魚を見分ける
•	 ダイブポイントのマップ
•	 タスク/チェックリスト
•	 メモ

その他の水中での活動いくつか例を示し
ます。 

F	 注：プロファイル、コンパートメント飽
和、画像は最大1分間表示でき、その後
は通常のダイブ画面が再び表示され
ます。別画面を表示している間に警告
やアラームが発生すると、G2TEKは即
座に通常のダイブ画面に戻ります。

F	 注：G2TEKのフラッシュドライブには、
ダイブ画面のサンプルが5つあらかじ
め用意されています（クラシック、フル、
グラフィカル、ライトの画面レイアウ
ト）。これらのサンプル画面は、G2TEK
をPCまたはMacにDISKモードで接続
すると、「Pictures」フォルダにあります。

3 .7 .2	 ブックマークを設定する
BOOKボタンを押すと、ダイブ中のある特定
の瞬間を記憶しておくブックマークを好き
な数だけ設定できます。これらのブックマ
ークは、LogTRAKのダイブプロファイルに
表示されます。 

3 .7 .3	 ストップウォッチタイマー
ダイブ中は、簡単なストップタイマーがあ
ると便利な場面が多々あります（ダイブ講
習中に時間を測定する作業など）。
G2TEKのスキューバモードにはストップタ
イマーが搭載されています。ストップタイマ
ーはMOREボタンを押して起動できます。
表示されているストップタイマーのカウン
トは、BOOKボタンを押すとリセットできま
す。タイマーは水に入れるとカウントを始
めます。 

ストップタイマーでブックマークが生成さ
れ、LogTRAKのダイブプロファイルに表示
されます。 

3 .7 .4	 安全停止タイマー
ダイビング中に最浅深度10m/30フィートよ
り深く潜降すると、深度5m/15フィートで安
全停止タイマーのカウントダウンが自動的
に始まります。その後6.5m/20フィートより
深く潜降すると、タイマーが消え、減圧不要
時間が再び表示されます。5m/15フィート
に浮上すると、タイマーが再び自動的に起
動します。 
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安全停止タイマーはTIMERボタンを押して
再起動できます。

3 .7 .5	 バックライト
メニュー8.3（バックライト点灯時間）では、
バックライトの時間と機能を選択できます。
標準のバックライト強度は低く、LIGHTボタ
ンを押して明るくできます。 

F	注：画面は、（バッテリー残量が1区画
まで減少して）省電力モードが起動す
ると完全にオフになり、右ボタンを押
すと10秒間点灯します。

3 .7 .6	 コンパス
ダイブ中にLIGHT/DIMボタンを長押しする
と、コンパスが起動します。ディスプレイが
コンパス画面に変わり、大きな方位目盛と
ダイブの基本的な数値情報が表示されま
す。

3 .8	 GF設定でのダイビング
アルバートA.ビュールマン博士は、ほとんど
のダイバーがよく知る名前です。博士が考
案したアルゴリズムは、今日まで減圧計算
の基礎を築いています。
20年以上にわたり、UWATECはビュールマ
ン博士のアルゴリズムを発展させ、絶え間
なく調整を重ねて最先端のものに保ってき
ました。その成果がZH-L16 ADT MB PMG
アルゴリズムで、標準のG2に使用されてい
ます。
ダイビングコミュニティでは特に、グラデ
ィエントファクターのアプローチが彼らの
ダイビングのニーズに最も適していると
考えています。そうした期待に応えるため
に、G2TEKソフトウェアではGF設定を使用
しています。 
ビュールマンはZH-L16Cをベースにした
アルゴリズムを考案しました。90年代に、
エリック・ベイカーがグラディエントファク
ター（GF）アプローチを提唱しました。この
アプローチは保守性を高めるために追加
のオプションを提供しています。グラディエ
ントファクターは、保守性がまったくない
100/100を始め、さまざまな組み合わせに
設定できます。 
グラディエントファクターは「低/高」の形式
で、「低」と「高」の両方の値が、M値を限定
する基本アルゴリズムのパーセント値を示
しています。「低」は一般に、浮上時に最初
に窒素排出を開始する速いコンパートメン
トの保守性を規定します。一方「高」は、水
面に浮上する直前の浅い深度で主に使用
されます。多くの組み合わせが可能である
ため、ダイバーが独自の減圧戦略を定義す
ることができます。 

F	注：グラディエントファクターについ
て詳しくは、エリック・ベイカーが記
述したウェブ記事の「Clearing Up 
the Confusion」と「Understanding 
M-Values」をご覧ください。
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 注意
ダイビング用のグラディエントファクターを
選択するには、減圧理論の内容、予定して
いるダイビングへの減圧理論の適性、自
分の体への適性について高度な知識が必
要となります。値を誤って設定すると、減圧
症、永久的な負傷、死亡につながる危険が
あります。

3 .9	 ゲージモード
ゲージモードで可能な画面設定は、グラフ
ィカルとクラシックです。モードの切り替え
については、メニュー9.1.（画面設定）を参
照してください。

G2TEKをゲージモードに設定すると、深度、
時間、温度のモニタリングのみが行われ、
減圧計算は一切行いません。体内残留窒素
が完全に排出されている場合のみ、ゲージ
モードに切り替えることができます。バッテ
リー低下、タンクリザーブ、ハーフタンク、最
大深度、最大潜水時間、タンク圧シグナルア
ラームを除くすべての警告とアラーム（音と
表示）がオフになります。

 注意 
ゲージモードでのダイビングは、ご自分の
責任において実施してください。ゲージモ
ードでダイビングを終了した後は、次に減
圧コンピューターを使用してダイビングを
行うまで48時間以上あけてください。

陸上でゲージモードにすると、体内残留窒
素排出時間もCNS O2%の値も表示されま
せん。ただし、サーフィスインターバルは最
大24時間、NO FLY時間は48時間の間表示
されます。この飛行機搭乗待機時間は、コ
ンピューターモードに切り替え可能になる
までの時間でもあります。
ゲージモードでダイビングを終了した後
は、一番上の行に潜水時間が表示されま
す。中央の行にはストップウォッチが表示
され、潜水開始時間からの（または前回手
動で再開してからの）時間がカウントされ
ます。下の行には、最大深度が表示されま
す。5分間のタイムアウト後、ゲージメニュ
ーモードに変わります。
ゲージモードでのダイビング中は、G2TEK
にストップウォッチが表示されます。これは
SWボタンを押してリセットまたは再起動で
きます。このボタンはブックマークの設定に
も使用できます。
SWボタンを長押しすると、ガス交換手順を
開始できます。
ゲージモードでは、平均深度をリセットで
きます。平均深度をリセットするには、AVG
ボタンを押します。このボタンはブックマー
クの設定にも使用できます。
AVGボタンを長押しすると、プロファイルが
表示され、次に画像が表示されます。
ディスプレイ画面を消すには、DIMボタン
を押します。DIMボタンを長押しすると、コ
ンパス表示が起動します。
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3 .10	 アプネアモード
G2TEKには、高度なアプネアダイビングモ
ードが搭載されており、機能アップグレード
から有効化できます（メニュー8.（その他の
設定）を参照してください）。主な特長とし
ては、スキューバモードより高速なサンプリ
ング速度や、アプネアダイビングに最適化
されたアラーム機能などがあります。 
アプネアモードでは、最大深度を正確に測
るために、0.25秒間隔で深度を測定します。
ログブックには1秒間隔でデータが保存さ
れます。アプネアモードでは、MENUボタン
を長押ししてダイビングを手動で開始/停
止することもできます。これにより、スタティ
ックアプネアダイビングにもG2TEKを使用
でき、通常はダイビングが自動で始まる水
深0.8mでもダイビングが始まりません。
ゲージモードと同じく、G2TEKはアプネアモ
ードで減圧計算を行いません。体内残留窒
素が完全に排出されている場合のみ、アプ
ネアモードに切り替えることができます。
アプネアモードでは、ダイビング終了後の
陸上で、最大深度と潜水時間が表示されま
す。サーフィスインターバルカウンターは水
面への浮上後にカウントを始め、心拍には
現在の測定値が表示されます。 
ダイブセッションの値（水温、合計潜水時
間、ダイブ数、最低心拍など）が、下図のよう
に白く表示されます。

アプネアモードでのダイビング中は、現在
の深度、潜水時間、浮上または潜降速度、水
温、最大深度、心拍が表示されます。

SKINボタンを押すと、心拍ベルトで測定さ
れた皮膚温度が心拍ウィンドウに表示され
ます。

4 .	 G2TEKのアクセサリー

4 .1	 バンジーアームストラップ
ネオプレーン製ウェットスーツまたはドラ
イスーツを着用するダイバーには、標準的
なアームストラップよりバンジーの方が使
いやすい可能性があります。G2TEKは、本体
の四隅にバンジーを装着できるように設計
されているため、安定感があります。 

アームストラップを外すには、直径が最大
1.9 mm/ 0.0748インチのピン抜き工具を
使用して、軸ピンを横に押してバンジーリン
グを通します。
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F	注：筐体のアームストラップ用軸ホー
ルは対称的ではありません。アームス
トラップの軸を取り外すときは、径が
小さい側から押しツールを入れてくだ
さい。ピンを押し出すときに、反対側
のバンジーリングを支持に使用しな
いでください。

4 .2	 ワイヤレス高圧トランスミッ
ター

G2TEKは、Smartシリーズのトランスミッタ
ーのワイヤレスタンク残圧に対応していま
す。PMG機能を有効にすると、最大8つのト
ランスミッターをG2TEKで使用できます。
追加のトランスミッターはSCUBAPRO正規
代理店から個別にご購入いただけます。

F	注：S m a r t ト ラ ン ス ミッ タ ー に
は 、S m a r t 、S m a r t +（ 長 距 離 ）、 
Smart+LED、Smart+ PROの4世代があ
ります。G2TEKはそのすべてのバージ
ョンに対応しています。

4 .3	 デジタル心拍数モニター 
スキューバプロのデジタル心拍数モニター
は、心拍数と皮膚温のワイヤレストランスミ
ッターで、対応するさまざまなスキューバ
プロ・ダイブコンピューターの機能に欠か
せません。この心拍数モニターでは、ダイビ
ング中の心拍数と皮膚温をリアルタイムに
測定・表示できます。

 
心拍数モニターを初めて使用する際は、お
使いのスキューバプロ・ダイブコンピュー
ターとあらかじめペアリングしG2TEKおく
必要があります。最初のペアリング後、心拍
数モニターはスタンバイ状態になり、デー
タの送信準備ができます。 
接続を確立するには、以下の手順に従って
ください。 
1.	金属製スナップから外して、心拍数モジ

ュールをエラスティックストラップから取
り外します。 

2.	G2TEKでメニュー8.10.（D-HRベルトのペ
アリング）に移動します。ペアリングモー
ドを起動するときは、G2TEKとデジタル
心拍数モニターを近づけてください。 

3.	トランスミッターモジュールの背面に
ある2つの金属製スナップに親指を置
き、G2TEKの画面に表示される指示を確
認します。 

4.	右（SAVE）ボタンを押してG2TEKにペアリ
ングを保存します。 

5.	デジタル心拍数モニターとのペアリング
が正常に確立されると、G2TEKに次のメ
ッセージが表示されます：PAIRING TO 
HR-BELT SUCCESSFUL（HR-ベルトとペア
リング成功）。また、メニュー8.10に次の
画面が表示されます。
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新 し い デ ジ タ ル 心 拍 数 モ ニ タ ー の
操 作 とメ ン テ ナ ン ス に つ い て 詳 しく
は、www.scubapro.com/manuals でユー
ザーマニュアルを参照してください。 

4 .4	 Bluetooth USBスティック
PCに搭載されたBluetoothドライバーのバ
ージョンが4.0より古い場合、Bluetoothアダ
プタ4.0以降をWindows OS 8以降と組み合
わせて使用する必要があります。
それ以前のOSでは、BlueGigaタイプのアダ
プタが必要になります。 

F	注：古い内蔵Bluetoothモジュール
（ 4 . 0より前 のドライバ ー ）が 搭 載
されたパソコンでは、外付けのUSB 
Bluetoothスティックが必要です。

5 .	 G2TEKのインターフェース
G2TEKダイブコンピューターは、USBケーブ
ルまたはBluetooth接続を介してデスクトッ
プコンピューターに接続できます。 

5 .1	 USB接続
USBケーブルを介してG2TEKをPC/Macに
つなぐと、この2つのデバイス間でUSB接
続が有効になります。USB接続では、LOGと
DISKという2つのモードにアクセスできま
す。これらについては、次の章で詳しく説明
します。
G2TEKをUSBケーブルにつなぐ前に、USB
コンタクトピンを柔らかい布で拭き、乾燥
させてください。

 注意
コンタクトピンの表面に汚れがあると、電
気抵抗が上昇し、汚れが焼き付くか固くな
って後で取り除くのが難しくなります。長時
間問題なく操作を楽しむために、G2TEKを
充電する前にコンタクトピンを清掃してく
ださい。

 注意
G2TEKをUSBケーブルに接続する作業は、
常に乾燥した清潔な場所で行ってください。 

コネクターをボタンの裏にある溝に差し込
みます。 
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コネクターを差し込む正しい方法は下図の
とおりです。 

USBフラッシュディスクの操作 
USBケーブルをG2TEKに接続すると、次の
画面が表示されます。

ここで、G2TEKにDISKとLOGのどちらのモー
ドでアクセスするか選択できます。
LOGモードでフラッシュディスクにアクセス
すると、ダイブコンピューターをLogTRAK
に接続し、ここにダイビングをダウンロード
して分析することができます。LogTRAKの
機能について詳しくは、「LogTRAKの概要」
の章を参照してください。 
DISKボタンを押すと、G2TEKに次の画面が
表示されます。

PCまたはMacはG2TEKフラッシュメモリー
を通常のUSBメモリースティックとして認識
します。
ブラウザーでG2TEKフラッシュディスクを選
択できるようになります。
G 2 T E K の フ ラ ッ シ ュ デ ィ ス ク に
は、Logbooks、Pictures、Systemという3つ
のフォルダがあります。 

 注意
G2TEKのシステムフォルダは削除しない
でください。システムフォルダを削除する
と、G2TEKが正しく機能しなくなります。デ
ータが削除されると、G2TEKでのダイビン
グが安全ではなくなります。 

ログブックフォルダは非表示ファイルです。
バックアップコピーを作成できますが、削
除してはいけません。

Picturesフォルダには、ダイビング中に
G2TEKに表示できる画像を保存できます。
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jpg、bmp、gif形式がサポートされます。画
像は最大320 x 240ピクセルのサイズで保
存できます。
Systemフォルダには、複数のサブフォルダ
があります。

www.scubapro.com で提供されているデ
ータを次のフォルダにコピーして、機能を
追加したり、アップデートを適用したりでき
ます。
•	 FeatureUpgrade
•	 Fonts
•	 Languages
•	 SWUpdate
•	 Themes
StartUpPicturesフォルダにカスタム画像
を保存して、G2TEKのスタートアップ画像を
パーソナライズできます。

5 .2	 Bluetooth接続
メニュー 1 2 .（B l u e t o o t h）を選 択 する
と、Bluetooth機能が有効になり、「状態: 
イニシャライジング」が数秒間表示され
ます。その後、G2TEKが通信可能になりま
す。Bluetoothは、このメニューが表示され
ている場合にのみアクティブです。 
G2TEKを接続したいデバイスをスキャニン
グモードに設定します。G2TEKの接続先を
選択したら、ランダムに生成されたピンコ
ードが下図のようにG2TEKのディスプレイ
画面に表示されます。

他方のデバイスでコードが受け付けられ
たら、このリンクは通信が可能になり、以下
のディスプレイがG2TEKの画面に表示され
ます。
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F	注：Bluetooth接続がアクティブではな
い状態が3分間続くとタイムアウトしま
す。その後、G2TEKはBluetoothを無効
にして、省電力のために標準の時刻画
面に戻ります。

6 .	 LOGTRAKの概要
SCUBAPRO LogTRAKは、ダイビング
をトラッキング するた め の 高 度 な ツ ー
ルで す。デスクトップコンピューター版

（Windows、Mac）とモバイルデバイス版
（Android、iOS）があります。

6 .1	 デスクトップ版のLogTRAK
デスクトップ版のLogTRAKに接続するに
は、BluetoothまたはUSB接続のどちらかを
使用します。 
USB経由で通信を開始するには：
1.	G2TEKをUSBケーブルでPCまたはMacに

接続し、LOGボタンを押します。

2.	デスクトップコンピューターでLogTRAK
を起動します。

3.	LogTRAKがG2TEKを検出したことを
確認します。[Extras] -> [Options] -> 
[Download]

4.	自動的に検出されていない場合、
「Rescan plugged device」を実行します。

デスクトップ版のLogTRAKには、以下のメ
イン機能があります。
•	 ダイビングのダウンロード
•	 ダイブプロファイルのインポート/エク

スポート 
•	 デバイス情報（ID、ハードウェア、ソフトウ

ェアバージョンなど）へのアクセス
•	 警告の有効化/無効化
•	 所有者および緊急時の連絡先情報の入力
•	 ユーザー情報（性別、誕生日など）
•	 単位設定（メートル法/ヤード・ポンド法）

6 .1 .1	 ダイブプロファイルをダウンロー
ドする

LogTrakで［Dive］ -> ［Download Dives］
の順に選択して、G2TEKのログブックを
Windows/Macに転送できます。 
3つのメイン画面があり、それぞれダイブロ
グの特定の部分を表示します。
1.	「Profile」では、ダイビングのグラフィカ

ルなデータが表示されます。 
2.	「Details」では、器材やタンクなどの情

報を編集できます。
3.	「Location」では、世界地図にダイビン

グポイントが表示されます。
ビューの選択タブはメインウィンドウの左
側にあります。 
これらの 値 に つ いて詳しくは 、[ H e l p ] 
-> [Help Contents]の順に選択する
か、LogTRAKでF1を押します。
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6 .1 .2	 G2TEKで警告/設定を変更し、コ
ンピューター情報を読む

［Extras］ -> ［Read dive computer 
settings］を選択すると、G2TEK本体のメニ
ューでは変更できない警告を有効化/無効
化できます。 
G2TEKで変更できる選択内容については、「
警告とアラーム」の章を参照してください。

6 .1 .3	 所有者と緊急時の情報
ここで、所有者の連絡先情報や、緊急時の連
絡先情報を入力したり編集したりできます。

6 .1 .4	 パーソナライズ

単位をメートル法かヤード・ポンド法に変
更することもできます。[Extras] -> [Options] 
-> [Personalization]の順に選択します。

6 .1 .5	 ユーザー情報
ここで、ユーザーに関する情報を入力したり
編集したりできます。［Extras］ -> ［Options］ 
-> ［User info］の順に選択します。

6 .2	 SCUBAPRO LogTRAK 2.0モ
バイルアプリケーション

SCUBAPRO LogTRAK 2.0は、Androidおよ
びiOSデバイス用のモバイルダイブログブ
ックです。LogTRAK 2.0を使用すると、ほと
んどのモバイルデバイスにダイブプロファ
イルデータをダウンロードし、分析すること
ができます。アプリケーションは、iOSの場
合はApp Store、Androidの場合はGoogle 
Playストアからダウンロードできます。

G2TEKとの接続を確立するには、モバイル
デバイスでBluetoothを有効にして、ダイブ
コンピューターをBluetoothモードに設定
する必要があります。
LogTRAK 2.0は、ダイビングを表示し、モバ
イルデバイス内で整理し、どこにいても簡
単にアクセスするための便利な方法を提供
します。
次の機能があります。
•	 ダイビングのダウンロードと管理
•	 深度、水温、心拍数プロファイルなどのデ

ータの分析
•	 追加のダイブ情報の追加
•	 モバイルデバイスからのダイブコンピュ

ーター設定の調整
•	 モバイルデバイスからのダイブコンピュ

ーターのファームウェアのアップデート
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7 .	 G2TEKのお手入れ

7 .1	 技術情報
動作可能高度： 

減圧あり：海抜およそ4000m/13300フィ
ートまで。
減圧なし（ゲージモード）：無制限。

最大動作深度： 
120m/394フィート。99.9mまで：0.1m刻
み。100m以上：1m刻み。フィートの場合、
常に1フィート刻み。精度はEN13319およ
びISO 6425に準拠。

減圧計算範囲： 
0.8～120m/3～394フィート

時計： 
クォーツ時計、時刻、日付、潜水時間（999
分まで表示）

酸素濃度： 
8%～100%の間で調整可能

ヘリウム濃度：
0%～92%の間で調整可能

動作可能温度： 
-10℃～+50℃/14F～122F

電源：
リチウムイオンバッテリー、USB経由で充
電可能

フル充電したバッテリーの動作時間： 
最大50時間バッテリーの実際の動作時
間は、主に動作温度とバックライト設定に
依存しますが、他にも多くの要因がありま
す。 

Bluetooth®トランシーバー：
動作周波数：2402～2478 MHz、最大電
力：< 3 dBm、接続範囲：約2m

7 .2	 メンテナンス
2年に一度、SCUBAPRO正規代理店を通じ、
深度の精度を確認してください。 
タンク残圧ゲージおよびタンク残圧の測定
に用いられるパーツは、2年に一度または
ダイビング200回ごとに（どちらか早い方）、 
SCUBAPRO正規代理店による点検が必要
になります。
それ以外にユーザーによるメンテナンスは
ほぼ不要です。必要なことは、ダイビング後
に必ず淡水でしっかり洗い流すことと、必
要に応じてバッテリーを充電することです。
故障を防ぐためには、次の推奨事項を守る
ことで、長期間にわたってG2TEKを問題な
く使い続けることができます。
•	 落としたり衝撃を与えたりしないでくだ

さい。
•	 強い直射日光にさらさないでください。
•	 密封された容器内でG2TEKを保管せず、

換気を保ってください。
•	 水検知で問題が発生した場合、せっけん

水で洗浄し、完全に乾燥させてください。
水検知部にはシリコングリースを塗布し
ないでください。

•	 溶剤を含む液体でG2TEKを洗浄しない
でください。

•	 ダイビング前に必ずバッテリー残量を確
認してください。

•	 バッテリー警告が表示された場合は、バ
ッテリーを交換してください。

•	 画面にエラーメッセージが表示された
場合、SCUBAPRO正規代理店までお持ち
ください。
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7 .3	 高圧トランスミッターのバッ
テリーを交換する

 注意
トランスミッタ ー の バ ッテリー 交 換
は、SCUBAPRO正規代理店で行うことをお
勧めします。 

水の浸入を防ぐために、バッテリー交換は
注意して行ってください。不適切なバッテリ
ー交換による損傷については保証の範囲
外となります。
•	 トランスミッターをファーストステージの

HPポートから取り外します。
•	 トランスミッターを柔らかいタオルで乾

かします。
•	 ロックリングをリングプライヤーで取り外

します。 (f)
•	 外側のスリーブを下向きにスライドさせ

ます。 (e)
•	 トランスミッターの上下のOリングを取り

外します。 (b & d)
•	 リッドを横にスライドさせます。 (c)
•	 バッテリーキャップを取り外します。 (a)
•	 新しいバッテリーと新しいOリングを入

れます。
•	 30秒待ちます。
•	 リッドをハウジングに慎重にスライドさ

せて戻します。リッドをコア部分の停止位

置に正しくスライドさせたことを確認し
ます。2つのOリングが正しく装着されて
いることを確認します。次に、外側のスリ
ーブをリッドの停止位置までスライドし
て戻します。

•	 ロックリングを取り付けます。ロックリン
グが正しく装着されていることを慎重に
確認します。溝に完全に嵌っている必要
があります。

F	注 ： 最 高 の 性 能 を 得 る に
は、SCUBAPRO正規代理店で販売され
ているトランスミッター用バッテリー
セットを使用してください。

7 .4	 デジタル心拍数モニターの
バッテリーを交換する 

デジタル心拍数モニターの動力源は、ユー
ザーが交換できるCR2032コイン型リチウ
ム電池です。ただし、バッテリーキャップを
正しく閉めなかった場合の漏れを防ぐため
に、電池交換はSCUBAPRO正規代理店に依
頼することをお勧めします。 
下の図には、心拍数モニターの次の部分が
示されています。 
1.	バッテリーキャップのネジ 
2.	バッテリーキャップ 
3.	Oリング 
4.	CR2032電池 
5.	心拍数モニターモジュール 
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6 .4 Replacing the battery in 
the SCUBAPRO Heart 
Rate Belt

The following parts of the Heart Rate Belt 
are shown in the drawing above:

1. Battery cap
2. O-ring
3. CR2032
4. Heart Rate Belt body

To change the battery in the Heart Rate Belt:

1. Dry the Heart Rate Belt with a soft 
towel.

2. Open the battery cap. 
3. Replace the main O-ring (replacement 

O-rings are available from your 
authorized SCUBAPRO dealer).

4. Remove the empty battery and recycle 
it in an environmentally friendly way.

5. Insert the new battery. Note the 
polarity, “+” is marked on the body. 
Do not touch to poles or contacts with 
bare fingers.

6. Close the battery cap. (Note the correct 
closing position mark).

7. Check the Heart Rate Belt function and 
housing sealing.

 WARNING
We recommend having the Heart Rate Belt 
battery replaced by an authorized SCUBAPRO 
dealer. The change must be made with particular 
care in order to prevent water from seeping in. 
The warranty does not cover damages due 
to improper placement of the battery or the 
incorrect closing of the battery cap.

6 .5 Replacing the battery in 
the Digital Heart Rate 
Monitor

The digital heart rate monitor is powered 
by a user-replaceable CR2032 type lithium 
battery. However, in order to avoid leakage 
by incorrect closure of the battery cap, we 
recommend having the battery replaced by 
an authorized SCUBAPRO dealer.
The following parts of the heart rate monitor 
are shown in the drawing below:

1. battery cap screws
2. battery cap
3. O-ring
4. CR2032 battery
5. heart rate monitor module

To change the battery in the heart rate 
monitor:

• Dry the module of the heart rate 
monitor with a soft towel if wet

• Open the battery cap by removing the 
screws

• Replace the O-ring (replacement 
O-rings are available from your 
authorized SCUBAPRO dealer)

• Remove the empty battery and recycle 
it in an environmentally friendly way

• Insert the new battery. Note the 
polarity, “+” is marked on the body. Do 
not touch poles or contacts with bare 
fingers

• Close the battery cap

6.6 Warranty

The G2 has a 2-year warranty covering 
defects in workmanship and functioning. 
The warranty only covers dive computers 
which have been bought from an authorized 

1

2

3

4

5

心拍数モニターの電池を交換する： 
•	 心拍数モニターのモジュールが濡れて

いたら、柔らかいタオルで拭いて乾かし
ます。 

•	 ねじを取り外してバッテリーキャップを
開けます。 

•	 Oリングを交換します（交換用Oリングは、
スキューバプロ正規代理店でお求めい
ただけます）。 
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•	 空のバッテリーを取り外し、環境を配慮し
た方法でリサイクルしてください。 

•	 新しい電池を入れます。極性に注意して
ください。本体に「+」とマークされていま
す。バッテリーの極やコンタクト部は素手
で触らないでください。 

•	 バッテリーキャップを閉じます。 

7 .5	 保証
G2TEKには、製品の品質と機能の不良をカ
バーする2年間の保証が付帯します。この
保証は、SCUBAPRO正規代理店から購入し
たダイブコンピューターのみに適用されま
す。保証期間中に修理や交換を行っても、
保証期間は延長されません。
以下の原因による故障や不具合は、保証対
象外となります。
•	 過度の摩耗
•	 外装への影響（輸送時の破損、強くぶつ

けたことによる破損、天候やその他の自
然現象による影響）

•	 SCUBAPRO以外でダイブコンピュータ
ーをメンテナンス、修理、あるいは開い
た場合

•	 水中で行わない圧力検査
•	 ダイビング事故
•	 G2TEKのハウジングやG2TEK側面のメタ

ルキャップを開く
•	 ビジネスでの使用
•	 化学薬品（蚊忌避剤や日焼け止めを含む

がこれに限定されない）にさらす
•	 非正規の予備パーツで修理する
•	 メーカーが対応していないソフトウェア

やアクセサリーを使用する

機器を開くと 
保証対象外となります

欧州連合では、本製品の保証は各EU加盟
国で施行されているEU法によって管理さ
れます。
すべての 保 証 は 、日付 を 明 記した 購 入
証明書（レシート）または製品保証書を

スキューバプロ正 規 代 理 店 に提 出 する
必 要 が ありま す。お 近くの 正 規 代 理 店
は、www.scubapro.com でご確認ください。

8 .	 コンプライアンス

8 .1	 CE規制に関する通知

8 .1 .1	 EU無線機器指令

Uwatec AGは無線機器の型番PAN1740が
指令2014/53/EUに準拠していることを宣言
します。

8 .1 .2	 EU個人用保護具規制
SCUBAPRO G2TEKとSCUBAPRO高圧ト
ランスミッターの組み合わせは、EU規則
2016/425の重要な安全要件に準拠した個
人用保護具となります。公認機関番号0474
、RINA SpA（Via Corsica 12, I-16128 Genoa）
により、上記の組み合わせについてEC型式
審査が行われ、欧州規格EN250:2014の遵
守が証明されています。認定されている深
度は、EN250:2014の規定に従い、水深50m
までです。

8 .1 .3	 EU深度計標準

G 2 T E K ダ イ ブ 機 器 は 、欧 州 規 格
EN13319:2000（EN 13319:2000 - 深度計お
よび一体式深度・時間計測機器 - 機能と安
全の要件、検査方法）にも準拠しています。

8 .1 .4	 EU電磁両立性指令

G2TEKダイブ機器は、EU指令2014/30/EU
にも準拠しています

8 .1 .5	 EU適合宣言書

E U 適 合 宣 言 書 の 全 文 は 、 
www.scubapro.com/declarations-conformity 
から入手していただけます
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8 .2	 FCCおよびISED規制に関す
る通知

8 .2 .1	 改造に関するステートメント

Uwatecは利用者による本デバイスの変更
または改造を承認していません。何らかの
変更または改造を加えた場合、利用者は機
器を操作する権限を失う可能性がありま
す。

8 .2 .2	 干渉に関するステートメント

本デバイスはFCC規則Part 15およびカナダ
産業省のライセンス適用免除RSS標準に準
拠しています。操作は、以下の2つの条件に
従うものとします。本デバイスが (1) 干渉の
原因とならない (2) デバイスの望ましくな
い動作を引き起こす可能性のある干渉を
含む、いかなる干渉も許容できる。

8 .2 .3	 無線に関する通知

このデバイスは、管理されない環境用に定
められたFCC/ISED放射線被曝制限に準拠
しており、FCC無線周波数（RF）被爆ガイド
ラインとISED無線周波数（RF）被爆ルール
のRSS‐102を満たしています。このトランス
ミッターを他のアンテナやトランスミッター
と同じ場所に置くか併用しないでください。
G2TEKにはFCC ID: T7V1740が含まれてい
ます。

8 .2 .4	 FCCクラスBデジタル装置に関す
る通知

この装置は、FCC規則第15部に関連するク
ラスBデジタル装置の制限に関してテスト
され、準拠が認められています。これらの制
限は、住居への設置で有害な干渉から合理
的な保護を提供するように設計されていま
す。この装置は、無線周波数エネルギーを
生成、利用、放射し、指示に従って設置およ
び利用しなければ、無線通信と有害な干渉
を引き起こす可能性があります。ただし、特

定の設置において干渉が発生しないこと
は保証されません。この装置が無線やテレ
ビの受信に有害な干渉を与えている場合、
このことは装置をオフ/オンにすることで確
認できます。ユーザーは次の1つ以上の方
法で干渉を補正することをお勧めします。
1.	 受信アンテナの向きや設置場所を変える。
2.	装置とレシーバーの間の距離を開ける。
3.	レシーバーを接続しているコンセントと

は別のコンセントに装置をつなぐ。
4.	ディーラーまたは無線/TVの熟練技術者

に相談する。

8 .2 .5	 CAN ICES-3 (B) / NMB-3 (B)

このクラスBデジタル 装 置 は、カナダ の
ICES-003に準拠しています。

8 .3	 製造日
製造日はデバイスのシリアルナンバーで確
認できます。シリアルナンバーは常に13桁
で、YYMMDDXXXXXXXという形式です。
シリアルナンバーの最初の2桁（YY）はそ
のデバイスが製造された年、3桁目と4桁目

（MM）は月、5桁目と6桁目（DD）は日です。

8 .4	 製造元
UWATEC AG
Bodenaeckerstrasse 3
CH-8957 Spreitenbach
SWITZERLAND

あなたのダイビング器材は、リサイクルおよび再利用が可能な高品質なコンポーネ
ントから製造されています。ただし、これらのコンポーネントは廃棄電子・電気機器
の規制に従って正しく管理しなければ、環境および/または人間の健康に悪影響を
与える可能性があります。欧州連合加盟国にお住まいのお客様は、EU指令2002/19/
ECに従ってお近くの回収拠点に古い製品を返却することで、環境および健康保護に
貢献していただけます。回収拠点とは、一部の製品販売店および地方自治体が提供
するものです。左のリサイクルマークの付いた製品は、通常の家庭ゴミとして廃棄し
てはいけません。
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9 .	 用語
AMD 絶対最浅深度。酸素比率に基づき、混合ガスの使用を始めてもよい深度

AVG 平均深度。計算は、ダイビング開始時点から、あるいはリセット時点から
開始されます。

CNS O2 中枢神経系に対する酸素有害度

DESAT 体内残留窒素排出時間。ダイビング中に蓄積された窒素を完全に排出
するために必要な時間

潜水時間 0.8m/3フィートより深い場所での経過時間

現地時間 現地タイムゾーンでの時刻

最大深度 ダイビング中の最大深度

GF： グラディエントファクター。グラディエントファクターとは、基本のアルゴ
リズムに保守性を導入する方法で、低/高の形式で%値として表現され
ます。

MOD： 最大行動可能深度。酸素分圧（ppO2）が最大許容レベル（最大酸素分圧）
に達する深度です。MODより深く潜ると、酸素分圧が危険なレベルにな
る

ナイトロック
ス：

酸素と窒素から構成される呼吸用ガス。酸素濃度は22%以上です。本書
では、空気もナイトロックスの一部と見なす

NO FLY 飛行機に登場するまでダイバーが最低限待機すべき時間

NO STOP時
間：

ダイバーが現在の深度に留まることが許され、減圧停止を行わずに水
面まで直接浮上しても良い時間

O2： 酸素

O2%： コンピューターがすべての計算に使用する酸素濃度

ppO2： 酸素分圧。呼吸用ガスに含まれる酸素の圧力であり、深度と酸素濃度の
関数です。1.6barより高い酸素分圧は危険であるとみなされる。

最大酸素分
圧：

酸素分圧の最大許容値。酸素濃度とともに、MODの定義に使用される。

押す： いずれかのボタンを押して放す動作

長押し： いずれかのボタンを1秒間押し続けてから放す動作

INT.： サーフィスインターバル。ダイビング終了時からの時間

SOSモード： 必須の減圧停止の一部を行わずにダイビングを終了すると、このモード
になる

ストップウォ
ッチ：

ダイビング中の任意の工程を計測するためなどに使用する。

交換深度 複数ガスオプションを使用中に、酸素濃度濃度が高い方のガスに切り替
えることを予定している深度

UTC： 協定世界時。旅行中のタイムゾーンの変化に対応する

TAT： 合計浮上時間

RBT： 残り潜水時間
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CCR： クローズドサーキットリブリーザー

トライミック
ス：

酸素、ヘリウム、窒素を含む混合ガス

PMG： Predictive Multi-Gas

OTU： 酸素有害度単位
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